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第 1章 はじめに 
1. 海難の現状 
悲惨な海上での事故はいつの時代も、繰り返し発生してきた。文明が高度に発展した現代にお
いても例外ではない。数々の優れた科学技術は我々の日常の多くのものを自動化し、様々な作業
はより正確かつ迅速に行われるようになった。船舶においても、例えば伝統的な六分儀による測
位から GPSという便利かつ正確なシステムへ置き換わったように、いくつもの機器や作業が自動
化された。それでも海上での事故はゼロにはならない。 
 
 
 図 1-1 は昭和 51 年から平成 26 年までの全海難隻数を示す(1)。全体として海難隻数は減少傾向
にあり、平成 26 年は 2138 隻で最少となった。しかし依然として毎年 2000 隻以上の船舶が事故
を起こしている。 
 
2. 衝突海難の原因と対策 
 図 1-2には 2010年から 2014年までに発生した全海難のうち、衝突海難の原因について、その
割合を示した。見張り不十分が 513 隻（67％），操船不適切が 171 隻（22％），その他居眠り等、
人的要因によるものが全体の 92％を占めた。すなわち衝突海難の 9割以上は操船者の不注意によ
って起きている。  
船舶はマンマシンシステムである。すなわち船舶の機能システムは人間に一定レベル以上の判
断能力を期待して機能配分を行っている。操船者が行う数々の作業は、高度な技術によって自動
化されてきた。しかし、衝突回避作業において、レーダ ARPA等、操船者の判断を援助する機
器は存在するものの、最終的な判断は人間の仕事である。つまり衝突回避に必要ないくつかの情
報は自動的に得られるようになったが、それらを考慮し、回避行動を決定することとは依然、人
間に頼っている。人間は必ずミスを起こす。 
 
図 1-1 全海難隻数の推移 
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不注意による事故、すなわち注意をしていれば防げた事故とはどういうものだろうか。狩野(2)
は労働心理学の観点から次の通り指摘している。不注意は原因ではなく結果である。多くの場合、
不注意は人間が故意になるものではなくて、自然法則的に不注意が起きると考えるべきである。
そういう不注意の発生する条件の研究や排除ということを考えないで、注意によって災害を防止
する、という考え方はいかにも非科学な精神主義的安全管理だと言わざるを得ない。つまり不注
意は結果であり、原因ではないことから、事故防止にはなぜ不注意になってしまったかを明らか
にする必要がある。 
衝突海難原因がそうであるように、事故防止対策もまた様々である。例えば、起きてしまった
事故について、必要な判断、正しい判断はどういうものだったか、事後的かつ数学的手法により
求めることは有効であろう。数値等で表される分析結果は容易に理解されやすい。しかし、これ
らは似たような状況が再び発生した場合、非常に効果があるものの、全く種類の異なった状況に
どれほど有効となるかは未知である。無限に存在する周囲の状況それぞれに対して正しい判断は
どういったものであるか、数値で表すことは不可能に近い。よって、衝突海難防止には、状況に
応じた必要な判断、正しい判断がどういったものであったか求めるだけではなく、なぜ操船者が
そのような判断を下すことができなかったのかに着目する必要がある。 
 
3. 操船者の情報処理システム 
大橋(3)は心理学からみた衝突海難における操船情報処理上の問題点を次の通り指摘している。
船舶が輻輳海域を航行するとき、自船と状況あるいは対象(他船等)との関係は時々刻々と変化す
るが、安全に航行するにはこの関係を正確に把握する必要がある。現実にはそれらを確実に行う
ための必要な情報が充分に、しかもタイミング良く入手できるとは限らない。むしろ、これらは
入手できない場合の方が多い。そのような場合、関係把握は推量の作用によってなされている。
特に他船との関係把握においては、ほとんどすべてこの推量の作用によっている。なぜなら、船
 
図 1-2 衝突海難原因の割合（2010～2014年） 
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舶が互いに位置・方向・速力など、現在及び近い将来の関係把握に必要な情報を入手する手段を
持っていないためである（筆者注：近年、AIS が広く用いられるようになり、現在の関係把握は
より正確なものとなった）。それ故に、推量する以外に方法はなく、その推量が結果的に妥当でな
かった場合に、衝突海難につながってゆく。要するに、衝突海難の多くを占める原因の一つは、
操船者の推測した他船の行動が結果的に誤っていたということである。よって、衝突海難を防止
するには操船者の予測的判断に頼る部分を減らし、情報処理をより確実かつ容易にできるシステ
ムを構築することが必要なのである。 
また竹本ら(4)は操船者の認知行動が情報処理過程に作用して避航行動を実行する情報処理の系
統を「操船者の情報処理システム(図 1-3)」と定義し、衝突海難における操船者の避航行動を分析
した。 
 
 
図 1-3 操船者の情報処理システム 
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 竹本らは分析の結果、操船者の情報処理に関するエラーの特徴を多数明らかにした。そのうち
いくつかを以下に示す。 
(1) 衝突海難のうち、他船を認識しなかったのは 3割であり、残りの 7割では他船を認識してい
たにもかかわらず衝突に至っている。 
(2) 避航行動の各ステップにおける操船者のエラーは、その 5割以上が他船の認識、動静の識別
までのステップで発生しており、特に認識した他船の動静を正しく識別するステップでの操船
者行動が衝突海難に大きく影響する。 
 
航行中の操船者は他船の現在や近い将来(または操船意図)を目視やレーダ ARPA 等により推量
し、その推量に基づき判断を行わなければならない。安全な航行には、この推量は結果的に正し
いことが不可欠であるが、その推量が結果的に妥当でなかった場合、衝突や他船と著しく接近す
るなど、非常に危険な状況に陥ってしまうこととなる。よって、衝突海難を予防するには、その
推量の精度を何らかの形で高めなければならない。そこで有効と考えられるのが船舶間コミュニ
ケーションである。 
 
4. 船舶間コミュニケーションの役割 
 日本海難防止協会や海上保安庁は衝突海難防止対策の一つとして、「船舶間コミュニケーション
を十分にとること」を挙げている。船舶間コミュニケーションとはどういったものか説明する前
に、「コミュニケーション」とは何かについて述べたい。昨今コミュニケーションという言葉を非
常によく耳にする。例えば就職活動では、「コミュニケーション能力」はとりわけ重要視され、企
業が採用選考にあたって重視した要素の中で 12 年間連続第一位となっている(5)。「コミュニケー
ション」は流行り言葉であり、多種多様な用いられ方をしている。例えば、大辞林では「社会生
活を営む人間が互いに意思や感情、思考を伝達し合うこと。」とされている。単に情報が交換され
るというだけでなく感情のやり取りも含まれる。そして、コミュニケーションは一般的に言語や
文字などによる言語コミュニケーションと身振りや抑揚などによる非言語コミュニケーションに
大別される。 
コミュニケーションは船舶においても存在する。しかし、広い海原で遠く離れた船舶の操船者
と直接声を通してやり取りすることはできない。したがって何らかの方法や機器を用いて情報の
伝達を行うこととなる。 
 船舶間コミュニケーションの歴史は古く、15,16 世紀にはコロンブスやマゼラン達の航海記録
に見られるように、帆船の編隊航行が盛んになるに及んで必要上諸種の信号が考案された(6)。例
えば帆の絞り具合、マストやヤードなど見やすいところに挙げた旗、灯火その他のいろいろな形
象物、砲声や号鐘などによって命令その他の伝達事項を僚船または陸上に通報した。これらは現
在の形象信号、音響信号の始まりともいえよう。形象信号、音響信号、さらに発光信号は現代で
も多くの場面で使われており、非常に重要な役目を担っている。これらは信号を用いた言語コミ
ュニケーションといえよう。一方、非言語コミュニケーションも多く存在する。例えば、海上衝
突予防法 8条 2では衝突を避けるための動作について次の通り規定している。「船舶は、他の船舶
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との衝突を避けるための針路又は速力の変更を行う場合は、できる限り、その変更を他の船舶が
容易に認めることができるように大幅に行わなければならない」。船舶は大幅に針路または速力の
変更を行うことで他船に避航動作を行っていることを知らせる必要がある。これもまたコミュニ
ケーションである。 
 船舶が非常に輻輳するようになり、数々の機器が自動化され、かつ海図の測量精度が上がった
現代では、座礁などの単独事故よりも船舶同士の衝突がより大きな問題となった。よって、船舶
間コミュニケーションの重要性はより高まった。ところで船舶の交通方法には海上衝突予防法に
定められたルールがある。このルールを守っていれば、コミュニケーションは必要ないと思われ
るかもしれない。しかし、そうではない。 
 その理由は、例えば同法 17条 2を見ればわかる。同条は保持船の取るべき行動について次の通
り規定している。「前項の規定により針路及び速力を保たなければならない船舶（中略）は、避航
船がこの法律の規定に基づく適切な動作をとつていないことが明らかになった場合は、同項の規
定にかかわらず、直ちに避航船との衝突を避けるための動作をとることができる。(後略)」つまり、
「避航船が同法に従って衝突を避ける動作を取っている」という情報が保持船に伝わらなければ、
保持船は針路速力の保持義務が解除される。すなわち、伝わる情報の如何によって保持船が取る
べき行動は変わってくるのである。 
 さらには同法 38 条、39 条では、いわゆる船員の常務によって衝突を回避する状況を規定して
いる。いわゆるグッドシーマンシップである。同条では船員のよき慣行に従って回避行動をとら
なければならない。つまり正しい回避行動、正解はわからないのである（事後的に計算し、数値
等を用いて表現することはできるが）。よって、例えば汽笛による音響信号などのコミュニケーシ
ョンが必要となる。 
 さて、無線技術が発達した現代では国際 VHF 無線電話(以下、国際 VHF という)によるコミュ
ニケーションも多く行われるようになった。国際 VHF は言わば我々が日常的に使用している電
話のようなものであり、どんな場面でも使うことができる非常に便利な機器である。近年
AIS(Automatic Identification System: 船舶自動識別装置)の搭載義務化が進んでいることから国
際 VHF によるコミュニケーションはより一層増加した。なぜなら相手船の船名を容易に把握で
きるようになったことで、呼出が容易になったからである。しかし、いくつかの文献を見てみる
と国際 VHFによるコミュニケーションは何十年も前から、とりわけ米国では、多く行われていた
ようである。例えば昭和 46 年に書かれた文献(7)では、いくつかの国際 VHF の効用に加えて、米
国の水先人同士では昔から無線電話で連絡しながら航行しており、これが安全運航上に果たす役
割が非常に高く評価されている実態を紹介している(但し、この場合にはお互いに面識があること
が前提となっている)。 
国際 VHF を使用することは安全運航に有効であると考えられている一方、(詳しくは第 2 章で
述べるが)危険性が多く指摘されていることも事実である。例えば英国はいくつかの研究結果を踏
まえ、安全運航のために国際 VHFを用いることに否定的な立場をとっている。つまり、国際 VHF
は使用方法によっては有効をなり得るが、使用方法を誤ればより一層危険な状況を生み出すこと
となる。しかし、国際 VHF はその便利さゆえ、その使用が禁止されない限り、これからも多くの
場面で使われ続けるだろう。 
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 衝突予防に国際 VHFを用いる際の、重大な問題点はどういった会話をすべきか、ルールによっ
て決められていないということである。チャンネルの割り当て、呼出方法などは定められている
ものの、会話内容そのものについては規定がない。国際 VHFは言わば、電話である。それゆえ、
何でも話せてしまう。よって現状は国際 VHF の運用は操船者の知識と経験によって成り立って
いるといっても過言ではない。とりわけ経験の浅い操船者や航行海域に不慣れな操船者が行う船
舶間コミュニケーションには改善の余地がある。国際 VHFの使用に対する是非はあるものの、実
際にはコミュニケーションツールの一つとして広く使われていることから、衝突海難の防止を最
優先とすれば、より有効なコミュニケーションを提案する必要がある。 
 
5. 本研究の目的及び構成 
本研究の目的は、有効な船舶間コミュニケーションを提案することにより、衝突予防、しいて
は航海安全に寄与することである。さて、安全という言葉にはいささか誤解を生みやすい。大辞
林によれば、「危険がなく安心なこと」と解されているが、実際には「絶対安全」とうことは有り
得ない。どんなものにも危険な面はある。危険要因を取り除くことが、結果的に安全度が上昇す
るのである。 
本研究では危険要因を取り除くことに重点を置き、有効な使用方法を検討するにあたり、具体
的には次の方針を取った。 
① 国際 VHFの使用に関して、現状の危険を洗い出し、それぞれに対策案を検討する。 
② 国際 VHF の運用は知識と経験によって成り立っている現状を踏まえ、既に行われている通
信、特に特定海域に精通した水先人やタグボート、エスコートボートの乗組員が行う通信を手
本とする。 
 
第 2 章では日本及び各国の国際 VHF 使用に対する態度、政策を整理し、現状の問題点を整理
する。 
第 3 章では国際 VHF の使用実態について、世界的に見ても有数な輻輳海域である東京湾にお
いて調査を行った。実態調査を行った意義は次の通りである。第一に本研究では現在の船舶間コ
ミュニケーションのシステムを大きく変えることなく、より有効なコミュニケーションを考案す
ることを目的としている。したがって現在どのようなコミュニケーションが、どのような方法で
行われているか把握する必要がある。第二に有効なコミュニケーションを検討するにあたり、実
際の状況で実行可能でなければならない。すなわち、論理的に導出された方法がいかほど安全を
高めるものであっても実際にできるものでなければ意味がない。よって現在行われているコミュ
ニケーションを調査し、それを土台として改善を行う。 
第 4 章では第 3 章で多く見られた一般的な国際 VHF 通信について、その効果を調査するため
に、本学の操船シミュレータを用いて実験を行った。この実験により通信を行った操船者の感じ
る危険度等の主観的効果、通信を行った二船の相対位置等の外観的効果について考察する。 
第 5 章では第 2 章から第 4 章で解明した国際 VHF を用いた船舶間コミュニケーションの問題
点、実際、効果を考慮し、最も衝突予防に有効な国際 VHFの使用方法について考察する。また考
察した国際 VHFの使用方法について、必要な対策等を述べる。 
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第 6章では本研究で得られた成果を総括するとともに、今後取り組むべき課題を述べる。 
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第 2章 衝突回避のために国際 VHFを使用することの是非 
 
 前章では操船者の情報処理から見た海難衝突の原因・防止対策を述べ、国際 VHFを用いた船舶
間コミュニケーションが海難衝突防止に有効となり得ることを説明した。しかし、衝突回避のた
めに国際 VHFを用いることに対する態度は国によって大きく異なる。 
 そこで本章では我が国並びに各国、IMO の態度を紹介し、国際 VHF を使用する上で問題とな
る事柄を整理したい。 
 
1. 我が国における国際 VHFの使用に対する態度 
日本においては衝突回避に国際 VHFを用いることについて、現在は明確な規定はない。海難審
判では、国際 VHFを使用すべきであったと裁決されることがある(8)が、有効な国際 VHF通信が
どのように行われるべきかについては示されていない。しかし、日本としてはおおむね国際 VHF
の使用に積極的であると思われる。以下に官庁、団体等の取り組み、態度について示す。 
海上保安庁が毎年主催する全国海難防止強調運動では「船舶間コミュニケーションの促進」が
重点項目の一つとして挙げられている。国際 VHFや汽笛信号等を活用し、早期に船舶間の意思疎
通を図り、相手船の動向を把握することで、適切な操船を行うことを目的としている。 
 また総務省総合通信基盤局は平成 20年 4月に船舶共通通信システムの整備を目的とした、「海
上における船舶のための共通通信システムの在り方及び普及促進に関する検討会」を設けた(9)。
同年 2月 19日、千葉県房総半島野島崎沖で護衛艦「あたご」と漁船「清徳丸」が衝突し、2名の
尊い命が失われた。船舶の規模・用途にかかわらず、すべての船舶が共通に利用できる無線通信
システムが存在しないことが海難防止の妨げになっているという指摘がなされ、この事故が契機
となり設けられたものである(但し、霜田ら(10)の調査によれば、漁船は大型船舶と必ずしも通信を
行いたいとは思っていないということが明らかになっている)。 
 また全日本船舶職員協会は外国船から国際VHFで通信を行うことが多くなったことを踏まえ、
避航操船用通信簡易英文例集(11)を発行した。この英文例集は約 1万部発行され、多くの内航船員
のみならず、プレジャーボートや漁業関連者からも関心を持たれている(12)。 
 これら各官庁、団体の姿勢からすれば、日本としては国際 VHFの使用について積極的であると
考えられる。したがって国として国際 VHFの使用法の指針等を示すべきである。 
 
2. IMO・各国における国際 VHFの使用に対する態度 
脇田ら(8)は国際 VHF の使用に関して、航法規定と航海計器について調査した。その調査では
COLREGs(Convention on the International Regulations for Preventing Collisions at Sea)と国
際 VHFを用いて操船決定をすることの是非について、3氏により論評がなされたことを紹介して
いる。 
Harding は国際 VHF を操船決定に役立てるべきであると述べる一方、Stitt は、操船決定は
COLREGs のみに従い行われるべきであり、国際 VHF を使用すべきではないと反論している。
Cockcroft は Harding の論文に対してアメリカ、イギリス、IMO (International Maritime 
Organization)の見解の違いを示した上で、国際 VHFは COLREGs と矛盾する行動をとることに
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同意するために使用すべきでないとしている。 
このように国際 VHFの使用に対する態度・意見は様々である。そこで国際 VHFの有効な使用
を提案するため、否定的な意見、肯定的な意見を整理する。意見を整理するにあたり、脇田ら(8)、
和田(13)の検討を参考にし、以下にまとめる。 
 
2.1 SMCPについて 
 IMO は 1995 年に改正した STCW 条約において総トン数 500 トン以上の船舶において航海当
直を担当する職員の資格証明書として IMO SMCP(Standard Marine Communication Phrases: 
標準海事通信用語)を使用し、理解できることを求めている。SMCP は船舶の洋上における航海、
港湾の入り口、水道及び湾内を航行中、及び複数の言語を使用する乗組員を乗せた船内における
船舶通信用語を標準化するために作成された。その A 部では対外通信の際に使用する用語がまと
めてあり、国際 VHFを使用する上で非常に有用となる。しかし、それはその用語をどのような場
面で使用するかについて規定したものではない。国際 VHF通信には SMCPを用いるべきである
が、まずどのような場面で、どのようなコミュニケーションが必要かを考えなければならない。 
 
2.2 否定的な態度・意見 
英国の MCA(Maritime and Coastguard Agency)やシンガポールの MPA(Maritime Port 
Agency)は国際 VHF の使用に関して注意喚起を行う通達(11)(12)を出している。通達の内容を以下
にまとめる。 
(1) 国際 VHFの使用は必ずしも役立つとは限らない。むしろ危険な状況へ導く場合がある。 
(2) 他船の識別と通信内容の解釈には不確実性があり得る。視界制限状態や周囲に 2船以上存在
する場合、より正確な識別が必要となるが、その正確性は保証されていない。正確な識別が行
われたとしても、言語に起因する誤解が起こる可能性がある。不正確な、また曖昧に交わされ
た通信はより深刻な結果を導く。 
(3) COLREGs に従った行動を取る代わりに国際 VHF によって通信を行おうとすることは、貴
重な時間を失うこととなる。正確な識別を行い、言語の問題がなかったとしても COLREGsに
則らない行動がとられる限り、さらなる危険がある。 
(4) 航過方法を合意するため国際 VHF を使用することは、誤解の危険を伴う。海事監督者達
(Marine Superintendent)はそのような国際 VHFの使用を禁止して操船者達に COLREGsに
従うことを指示するよう熟慮するであろう。 
 
また英国の海事裁判所では、操船者が互いに安全に航過することを助けるために国際 VHF に
頼ろうとする危険に警告するなど、国際 VHFの使用については否定的である。以下に要点を述べ
る。 
(1) 国際 VHF による会話は貴重な時間を失わせ、予防法等に従うことから気を散らし、そして
混乱を起こす結果となる。 
(2) 衝突のおそれの発生以降、予防法等により避航船・保持船の関係が決まることから、両船は
その時点以降、航法規定に従って航行しなければならない。したがって予防法等の避航規定に
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違反する両船の合意内容が予防法等に優先することはない。 
(3) 国際 VHFの使用が操船者のレーダー監視業務を妨げた唯一の原因であるなら、国際 VHFの
使用は衝突の寄与原因であったということはあり得る。 
(4) 他船の船長が自身と同一語を話すとしても、国際 VHFの使用は混乱の原因となる(但し、何
故混乱の原因となるかは詳細に記されていない)。 
 
 和田はいくつかの裁判例をもとに、国際 VHFの使用は予防法等に従ってとった(とっている)動
作を相手船に知らせることに限定すべきであると述べている。 
 
2.3 肯定的な態度・意見 
和田は検討に際して、国際 VHF によるコミュニケーションの妥当性に関する現時点で最も権
威のある指針(16)(17)を紹介している。同指針は、英海事裁判所は国際 VHF による会話のあり方に
ついて、過去の衝突事例すなわち国際 VHF の使用が失敗の結果となったケースに基づいて検討
を行っており、情報の交換が安全な航行に役立ったケースに気づいていないと指摘している。 
また同指針は、有益な通信であるかもしれないとして以下の例を挙げている。 
(1) 避航船が衝突規則に従うために取っている動作を保持船に知らせること。 
(2) 保持船が衝突規則に従うために避航船はどんな動作をとっているのか避航船に尋ねること。 
 
このように英海事裁判所も国際 VHFの使用がすべて悪である、国際 VHFの使用を禁止すべき
であるとは考えていない。 
国際 VHFの使用に関して、否定的な意見がある一方、米国においては船橋間無線電話法(Vessel 
Bridge-to-Bridge VHF Radio Tele-communication Act)が定められており、船長、航海士他は必
要なときは、船舶の安全航海に必要な自船の意図その他の情報を無線電話で発送し確認しなけれ
ばならないとされている。無線電話の単なる所有は、使用されないのなら明らかに意味のないこ
とであるとし、国際 VHF の使用については肯定的である。裁判では事故を防ぐために国際 VHF
を役立てなかったことに責任を求めている。 
 
3. 国際 VHFを用いることの問題点 
 本節では国際 VHFの使用には様々な態度、問題点があることを考慮し、国際 VHFに関して記
述のある文献等も加え、使用上問題となる事柄、使用上の注意事項をまとめる。 
 
3.1 予防法等に関連する法的問題 
 国際 VHFの使用が予防法に関連して問題となる点は 2つある。1つは国際 VHF を使用するこ
とは、予防法の条文のうち、どれにあたるか。もう 1 つは国際 VHF で合意された航過方法が予
防法等のルールと異なる場合があることである。 
 Cockcroft(17)は自身の著書において、COLREGsの第 5 条(見張り)、第 7条(衝突のおそれ)、第
9条(狭い水道)の項目において、いかに使用すべきかを述べた。基本的な考え方は、国際 VHFの
使用は第 5条(見張り)に含まれるというものである。 
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 予防法第 5 条(見張り)は「船舶は、周囲の状況及び他の船舶との衝突のおそれについて十分に
判断することができるように、視覚、聴覚及びその時の状況に適した他のすべての手段により、
常時適切な見張りをしなければならない。」と規定している。国際 VHFの使用は「その時の状況
に適した他のすべての手段」にあたると考えられる。米国の船橋間無線電話法の立法主旨もこれ
にあたるだろう。但し、日本の海難審判制度では、国際 VHFの使用が事故の主たる原因として認
定されることはない。 
 次に国際 VHFと航法に関連する問題である。これまでに述べたように、国際 VHFを用いて航
過方法を合意する場合、予防法等の規定を遵守しなければならない。したがって衝突のおそれ発
生以降、規定に従わない航過方法の合意を行ってはならない。衝突のおそれ発生以前に航過方法
の合意を行い、その動作を取ることは法的に問題無いと考えられる。 
 
3.2 誤った使用方法による危険性 
衝突するおそれがあるときは早期の大幅な避航動作をとるべきで、国際 VHF で連絡を試みる
ことで適切な回避動作をとるべき貴重な時間を無駄にするべきではない。したがって、国際 VHF
での通信はできる限り早めに行うべきである。前述の全国海難防止強調運動も国際 VHF での意
思疎通は十分早期に行うよう勧めている。 
また、現状では必ずしも合意した航過方法がすべて履行されているわけではない。「国際 VHF
で通航方法を合意しているのに、全然違う動きをする」との報告(18)や、通航方法を合意したのに、
その動作を取らず、結果的に衝突に至った事故はいくつもある(8)。このことから合意された内容
は履行されなければ、危険な状況を生み出すこことなる。したがって合意する内容は必ず履行で
きるものにしなければならないし、合意後は速やかに履行すべきであろう。 
 
3.3 使用上の注意 
 前述の通達では他船の識別と通信内容の不正確さが問題点として挙げられている。識別の問題
とは、通信を行おうとした相手船と実際に行った相手船が異なっていた、すなわち自身の予期し
た船舶とは別の船舶と通信を行ってしまうことがあるということである。識別については AISの
搭載が義務化され、以前よりは正確に行われるようになった。MMSI(Maritime Mobile Service 
Identity：海上移動業務識別コード)を用いる方法もできた。しかし現状では 16chでの呼出が大半
を占めている。このことから、例えば船名だけでなく、船種・船体色も併せて確認するなど、よ
り正確な呼出方法を考案することが必要である。 
 通信内容については、国際 VHF における会話内容が操船者の知識と経験によって成り立って
いることを考慮すれば、不正確さが存在することは容易に想像できる。英語による会話であれば、
使用される言語の標準化を目的として作成された SMCPを用いるべきである。日本語による通信
のためにもこれに準じた標準的な用語集が必要であると考える。 
 そこで本研究では次章で行う東京湾での実態調査を基に、他船の呼出における識別、通信内容
には主にどのような語句を用いて行われているかを明らかにし、コミュニケーションの定型を示
したい。 
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4. 結語 
 衝突予防に国際 VHF を用いる上で問題となる事柄を整理するため、先行研究をもとに、国際
VHFの使用に対する各国の態度、取り組みについて調査し、次のとおり結論を得た。 
(1) 衝突回避のための国際 VHF の使用に対しては各国間、特に米国と英国の間で意見が大きく
異なる。 
(2) 英海事裁判所は操船者が互いに安全に航過することを助けるために国際 VHF に頼ろうとす
る危険に警告するなど国際 VHFの使用には否定的な立場をとっている。 
(3) 一方、アメリカは無線電話の単なる所有は、使用されないのなら明らかに意味のないことで
あるという主旨から船橋間無線電話法を定めている。裁判では事故を防ぐために国際 VHF を
役立てなかったことに責任を求めるなど国際 VHF の使用に関して肯定的な立場をとっている。 
(4) 日本では国際 VHFの使用に関するルールはないものの、各官庁、団体は国際 VHFを用いた
船舶間コミュニケーションの促進を謳うなど、国際 VHF の使用に関して、肯定的な立場であ
ると考えられる。 
(5) 衝突回避のために国際 VHFを使用する上で、問題となる事柄を次のとおり整理した。 
①他船の識別には不正確さがあり得る。視界制限状態や周囲に 2船以上存在する場合、より正
確な識別が必要となるが、その正確性は保証されていない。 
②正確な識別が行われたとしても、言語に起因する誤解が起こる可能性がある。不正確な、ま
た曖昧に交わされた通信はより深刻な結果を導く。 
③国際 VHF を用いて航過方法を合意する場合、予防法等の規定を遵守しなければならない。
したがって衝突のおそれ発生以降、規定に従わない航過方法の合意を行ってはならない。 
④衝突のおそれ発生後に行う国際 VHF による会話は貴重な時間を失わせ、予防法等に従うこ
とから気を散らし、そして混乱を起こす結果となる。 
⑤他船の船長が自身と同一言語を話すとしても、国際 VHFの使用は混乱の原因となる。 
(6) 国際 VHF の使用に否定的な英海事裁判所は、情報交換が安全な航行に役立ったケースに気
付いていないと指摘されている。また、以下の通信は有効となり得ると考えられている。 
①避航船が衝突規則に従うために取っている動作を保持船に知らせること。 
②保持船が衝突規則に従うために避航船はどんな動作をとっているのか避航船に尋ねること。 
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第 3章 輻輳海域における国際 VHF通信の実態 
 
 衝突予防に有効な国際 VHF の使用法を提案するには、まず船舶間コミュニケーションの現状
を把握する必要がある。 
 本章では世界的に見ても有数の船舶輻輳海域である東京湾において行われている船舶間コミュ
ニケーションを調査し、その実態を把握する。 
 
1. 実態調査の概要 
国際 VHF を用いた船舶間コミュニケーションの実態を把握するため、神奈川県横浜市本牧埠
頭、千葉県富津市富津岬にて国際 VHFにおける通信の聴取、AIS情報の取得を行った。実態調査
は以下の日程で行い、81 件の国際 VHF 通信を聴取した。図 3-1 には調査を行った本牧埠頭、富
津岬並びに通信があった地点を●印で示す。 
(1) 2012年 6月 4日  14時 00分～18時 30分（神奈川県横浜市本牧埠頭） 
(2) 2012年 6月 15日 14時 00分～18時 00分（神奈川県横浜市本牧埠頭） 
(3) 2013年 7月 8日  15時 00分～18時 00分（千葉県富津市富津岬） 
(4) 2013年 7月 9日  05時 30分～07時 30分（千葉県富津市富津岬） 
 
1.1 分析項目 
操船者は国際 VHFを用いて行き先や操船意図等、様々な航海情報を伝達している。本調査での
分析項目を定める前に、操船者が他船との関係においてどのような航海情報を得ているか説明す
 
図 3-1 調査場所及び湾内の通信地点 
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る必要がある。航海情報について林ら(19)の定義を以下に引用する。 
航海情報は船舶を運航するために必要な事前情報である静的な航海情報（以下、静的航海情報）
と、時々刻々と変化し、その変化量に注意しなければならない動的な航海情報（以下、動的航海
情報）に分類でき、これらは以下のように定義される。 
(1)静的航海情報 
港湾事情や通行予定航路の概要、通行予定海域の地理情報もしくは法規などのように船舶を
運航するために必要な事前情報をいう。 
(2)動的航海情報 
他船の動静、気象・海象、自船の位置などのように航海中に時々刻々と変化し、常にその変化
しなければならない情報をいう。 
 
また、清水ら(20)は動的航海情報をさらに動的一次情報と動的二次情報に分け、以下のように定
義した。 
(1)動的一次情報 
避航意志決定時に入手可能な他船に関する情報の中で、1回の観測及び連続観測で得られる情
報。（操船者の感覚記憶及び短期記憶に依存する。） 
(2)動的二次情報 
動的一次情報を得た操船者の技能（記憶、経験）に基づいて得られる情報。（操船者の長期記
憶に依存する。） 
 
動的二次情報とは動的一次情報が操船者の経験や長期記憶などの技能というフィルターを通る
ことにより得られる二次的な情報である。また操船者の技能(記憶、経験)に基づく予測情報と言え、
操船者の経験・記憶量等の個人差に左右される。第 1 章では大橋(3)が指摘する操船者の情報処理
システム中の「推量の作用」について取り上げたが、この推量によって得られる情報が、動的二
次情報に当たると考えられる。これらの定義を基に、表 3-1に示す本調査の分析項目を定めた。 
 
 
 
2. 分析結果 
 定めた分析項目をもとに国際 VHF通信の分析を行った。その結果を以下に示す。なお、以下の
カッコ内の数値については、特に断りの無い限り全通信 81件に占める割合を示す。 
 
表 3-1 分析項目 
 
方位 距離 針路 速力
動静 船種 全長 形象物
TCPA DCPA
見合い関係 航路入出航
交通流
法的優先関係
動的一次情報
動的二次情報
静的情報
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2.1 呼出船舶及び応答船舶 
2.1.1 船種 
 図 3-2、図 3-3 は呼出船と応答船の船種を示す。呼出船、応答船ともに貨物船が 77 件(95%)、
61 件(75%)と大半を占めている。また作業船が応答側となる通信は 6 件(8%)見られたが、呼出側
となる通信は見られなかった。大型船を先導するタグボート又はエスコートボート(以下、先導船)
からの通信は 48件(59%)と 6割近くを占めたが、先導船が応答側となった通信は 2件(3%)しか見
られず、ほぼ本船によるものであった。 
 
2.1.2 水先人の有無 
図 3-4、図 3-5は呼出船・応答船の水先人有無の割合を示す。通信を行った 81隻のうち、60隻
(74%)は水先嚮導中の船舶から通信が行われている。それに対し、応答船の 75 隻(93％)は水先人
が乗船していない(No-pilot 船)。また水先嚮導船からの通信のうち 48 件(59%)はエスコートボー
トやタグボート等の先導船が通信を行っていた。応答船に関しては先導船が応答側となる通信は
2件しか見られなかった。 
 以上のことから、水先嚮導船がNo-pilot船に対して行う通信が多くを占めることがわかる。ま
た全通信の約 6割は水先人が嚮導する船舶の先導船から行われている。 
 
図 3-2 呼出船の内訳          図 3-3 応答船の内訳 
貨物船
95%
貨客船
2%
練習船
1%
調査船
1%
不明
1%
全81件
貨物船
75%
旅客船
5%
自衛艦艇
1%
巡視船艇
3%
作業船
8%
曳船
1%
不明
7%
全81件
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2.1.3 全長 
図 3-6は呼出船・応答船の全長の分布、図 3-7には呼出船・応答船の全長について隻数を示す。
呼出船の平均全長は 183メートル、応答船の平均全長は 102メートルである。また呼出船のうち
100メートル以下の船舶は 11％なのに対して、応答船においては 57％を占めている。また二船の
全長を把握できた通信 68件のうち 91%にあたる 62件の通信で相対的に大型な船舶から小型な船
舶に対して通信が行われていた。そして呼出船、応答船どちらも巨大船(全長 200 メートル以上)
である場合は見られなかった。 
以上から東京湾で行われる大半の通信はより大型な船舶が呼出側となり、より小型な船舶に対
して通信が行われていることがわかる。また大型な船舶同士の通信は少なく、巨大船同士の通信
は行われていないことがわかる。但し、本調査では 16chにて呼出があった通信のみを対象とした
ため、巨大船同士の通信は見られなかったが、水先人用 17chで水先嚮導船同士が直接通信を行っ
ている可能性がある。 
 
図 3-4 水先人有無の割合（呼出船）    図 3-5 水先人有無の割合（応答船） 
先導船
56%
水先嚮導船
18%
先導船
4%
自船
22%
水先人有
74%
水先人なし
26%
全81件
先導船
3%
水先嚮導船
6%
自船
91%
水先人有
9%
水先人なし
91%
全81件
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2.1.4 法的優先関係 
 図 3-8 は通信を行った二船の法的優先関係を示す。横切り船の航法が適用されると考えられる
通信 12件のうち、9件が保持船から、3件が避航船から通信が行われていた。また航路内を航行
する船舶からの呼出は 24件あった。そのうち両船とも航路内を航行していた場合が 16件、応答
船が航路外を航行していた場合が 7 件であった。また航路外を航行する船舶から航路内を航行す
る船舶への通信は 1件であった。 
 これらを整理すれば、通信の多くは保持船や航路航行船といった針路を保持しなければならな
い、もしくは針路を大きく変更することが難しい船舶が呼出側となり、行われることが多い傾向
 
図 3-6 呼出船・応答船の全長① 
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図 3-7 呼出船・応答船の全長② 
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にあると言える。 
 
 
2.2 通信海域及び見合い関係 
2.2.1 通信海域の特徴 
図 3-9 は通信が行われた海域の特徴を示す。海上交通安全法並びに港則法が規定する航路又は
東京湾アクアライン東水路(以下、航路等)の出入口において発生する見合い関係について行われ
た通信が 39 件(48%)であった。今回の調査で聴取した 81 件のうち半数近くの通信が航路等の出
入口付近で発生する見合い関係において行われたことがわかる。航路等の出入口付近で行う通信
の例を図 3-10、図 3-11に示す。 
【例 A 浦賀水道航路中央一番ブイ付近での追越し】 
図 3-10は呼出船が応答船に行先を確認し、浦賀水道航路から出航した後に進路が交差しないよ
う、位置関係について通話がなされたものであった。 
 
【例 B 中ノ瀬西側海域にて同航】 
図 3-11は浦賀水道航路入口付近の混雑のため、呼出船が後続の応答船に減速する旨を伝えたも
のであった。 
 
また、航路内で行われた通信は 17件(21%)となっている。これらの通信の例として、同航する
二船で行われる通信、また航路航行中の船舶が同航路を横断しようとする船舶に対して操船意図
の把握、避航合意が行われる通信が見られた。 
 
図 3-8 法的優先関係 
0 5 10 15 20 25 30
被追越し船
追越し船
航路航行船
避航船
保持船
件数(件)
法的優先関係
呼出船
応答船
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2.2.2 見合い関係 
図 3-12 は通信時の二船の見合い関係を示す。同航の場合が 35 件(43%)で最も多く 4 割以上を
占めている。反航の見合い関係にある場合は 10件(13%)であった。進路が交差する場合の通信は
26 件(32%)あった。進路が交差する場合とは、横切りの見合い関係にあることを示し、横切り船
の航法が適用される場合と航路等の条件により横切り船の航法が適用されない場合を含む。 
 
 
図 3-9 通信海域の特徴 
0 5 10 15 20 25 30 35 40
航路又は水路の屈曲部
交通流の交差
水路出入口付近
航路出入口付近
水路内
航路内
通信件数(件)
  
図 3-10 コミュニケーションの例[A]   図 3-11 コミュニケーションの例[B] 
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2.2.3 相手船位置 
 図 3-13は通信時の呼出船から見た応答船の位置を示す。呼出船の位置を中心とし、縦軸正側を
船首、横軸の正側を右舷側、負側を左舷側とする。なお、NMは海里を示す(以下、同様)。同航・
追越しの場合には自船の前方のみならず、後方に位置する船舶にも通信を行っていた。進路が交
差する場合には呼出船の右舷前方に位置する船舶を呼び出した通信は 2 件(2%)、呼出船の左舷前
方にある船舶を呼び出した通信が 12件(15%)見られた。通信の多くは左舷前方の船舶に対して行
われていた。右舷前方にある船舶を呼び出した通信 2 件は、いずれも中ノ瀬西側海域を整流ブイ
に沿って南下する船舶が、鶴見航路を出航した船舶に対して行ったものであった。 
 
 
 
図 3-12 通信時の見合い関係 
同航
43%
反航
13%
進路交差
32%
不明
12%
全81件
 
図 3-13 通信時の相手船位置 
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2.3 通信時機 
2.3.1 通信時の二船間距離 
図 3-14 は通信時の二船間距離を示す。同航の場合は 1.0 海里以下が 17 件中 13 件で 76%を占
めた。対して進路交差の場合は 14件中 13件の 92％が 1.0海里以上離れた段階で通信を行ってい
た。反航の場合は 4 件すべての通信で 1.0 海里以上離れた段階で行っていた。このことから通信
時の二船間距離は同航→進路交差→反航の順に大きくなると言える。 
 
2.3.3 通信時の DCPA・TCPA 
図 3-15は通信時の DCPA、TCPAを把握できた 30件について、その分布を示す。また図 3-16
は DCPA0.5海里毎、TCPA3分毎の内訳を示す。DCPA0.5海里以下、TCPA3～6分の場合が 8件
で 3割近くを占め、最も多い結果となった。また DCPAは 8割以上の通信において 1海里以下と
なっている。TCPA は DCPA に比べ広く分布しているが、TCPA3～9 分で約 7 割を占めている。 
 
図 3-14 通信時の二船間距離 
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2.4 通信内容 
 図 3-17は通信で交換された情報を「他船の動静把握」、「自船の意図告知」、「避航合意」、「注意
喚起・協力動作依頼」の 4項目に大別し、その内訳を示す。なお分類の結果、81件すべての通信
で何れか若しくは二つ以上の項目について情報が交換されていた。以下にそれぞれの項目につい
て説明する。 
(1)他船の動静把握 
応答船の航海情報、操船意図を尋ねる場合を示す。静的情報、動的一次情報、動的二次情報
に加え、応答船の行き先を聞いた場合も含める。 
(2)自船の意図告知 
 
図 3-15 通信時の DCPA・TCPA(1) 
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図 3-16 通信時の DCPA・TCPA(2) 
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応答船に航海情報、操船意図を告知する場合を示す。(1)と同じく、静的情報、動的一次情報、
動的二次情報に加え、行先情報も含める。 
(3)避航合意 
「左舷対左舷」や「先にどうぞ」など具体的な語句を用いて航過方法の合意を行った場合を示
す。 
(4)注意喚起・協力動作依頼 
「右に寄って」や「針路を保持して」など相手船に注意喚起や協力動作を依頼した場合を示す。 
 
通信で伝送された情報は、自船の意図告知が最も多く、58件の通信で行われていた。次いで、
避航合意が 56件、他船の動静把握が 45件となった。 
 
 
2.4.1 他船の動静把握 
 図 3-18は呼出船が応答船の動静把握を行った場合に尋ねた航海情報を示す。行き先が最も多く
43件(53%)を占めた。ただし、行き先を聞いた通信のうち 12件はすでに行先情報を得ており、そ
のうえで確認を行っていた。 
また、浦賀水道航路入航前又は同航路内において、同航する他船に対して航路内をどちら寄り
に航行するかを尋ねる通信が 13件(16%)見られた。これらは航路内での二船間の位置関係の調整、
いわゆる位置取りのための通信であった。 
 
図 3-17 通信内容 
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2.4.2 自船の意図告知 
図 3-19は呼出船が応答船に対して告知した航海情報を示す。他船の動静把握と同様に行先を伝
える通信が 43件(53%)と最も多く見られた。針路、速力については 13件(16%)、12件(15%)見ら
れ、他船の動静把握よりも多くなった。 
 
 
次に速力、針路等の自船の操船意図を相手船に伝える通信について詳しく見る。以下に挙げる
2 例の通信は、呼出船が応答船に対して、今から減速をするという他船の操船者にとって注視し
ていないと気付きにくい(21)操船意図を伝え、後続の船舶に注意を喚起したものであった。 
【例 C 浦賀水道航路中央一番ブイ付近での減速】 
図 3-20 は航路出口付近で行われた通信の例として挙げた図 3-10 と同じものである。これは呼
 
図 3-18 動静把握の内訳 
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図 3-19 意図告知の内訳 
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出船が浦賀水道航路を出航し、水先人を下船させるため減速する旨を後続の船舶に伝えた通信で
あった。 
 
【例 D 中ノ瀬西側海域にて同航】 
図 3-21 も同様に、航路入口付近で行われた通信の例として挙げた図 3-11 と同じものである。
この通信は浦賀水道航路入口付近での入航順序調整により、呼出船が応答船に対して減速する旨
を後続の応答船に伝えたものであった。 
 
 
 
【例 E 浦賀水道中央 5番ブイ付近での進路交差】 
 図 3-22に示した例は、浦賀水道航路に入航しようとする南航船(呼出船)が、浦賀水道航路を北
航し、横須賀港に入るため航路外に出ようとする船舶(応答船)に対して行った通信である。呼出船
は応答船に対して行き先を確認し、自船の船首側または船尾側のどちらを航過するか尋ね、最終
的に二船間で航過方法の合意に至った。 
 
2.4.3 航過方法の合意 
「左舷対左舷」や「先にどうぞ」など具体的な語句を用いて避航合意を行った通信は 57件(70%)
あった。そのうち、自船の操船意図告知又は他船の動静把握を併せて行った通信は 46 件(57%)、
  
図 3-20 コミュニケーションの例[C]   図 3-21 コミュニケーションの例[D] 
 
図 3－22 コミュニケーションの例[E] 
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避航合意のみを行った通信は 11 件(13%)であった。つまり避航合意を行った通信のうち、8 割以
上の通信では航過方法の合意のみが目的ではなく、自船の操船意図の告知、相手船の動静把握の
いずれかもしくは両方を行った上で、その情報をもとに避航行動の合意が行われていた。 
航過方法の合意については、一見横切りの関係に思えるが、航路等の制限により、横切り船の
航法の適用が難しい場合の通信がいくつか見られた。以下にその例を示す。 
【例 F 木更津港沖灯標付近での針路交差】 
図 3-23 の通信は木更津航路を航行する船舶(呼出船)と、中ノ瀬航路を航行する船舶(応答船)が
航過方法の合意を行ったものである。同二航路の出口は木更津港沖灯標付近で非常に接近した位
置にある。この海域ではそれぞれ同じタイミングで出航した直後、同出口付近で進路が交差する
ことが予想されるが、航路の出口まで 2 船は接近せざるを得ない。また、2 船が最接近する地点
はそれぞれの船舶の行先によって大きく異なることから、行先情報を得た上で、航過方法を確認
することが必要であった。 
 
【例 G 中ノ瀬西側海域での針路交差】 
図 3-24は中ノ瀬西側海域にて交通流に沿って南下する船舶と、横浜航路から出航した船舶との
通信の例である。この場合、横浜航路から出航した船舶が針路速力を保持することが適当でなく、
横切り船の航法は適用されず、船員の常務によりお互いが衝突を回避する動作をとらなければな
らず、航過方法の合意を必要とした。 
 
 
 前節の図 3-22に挙げた例 Eの通信、また図 3-23に挙げた例 Fの通信に共通することは、どち
らも航路航行義務により、針路を保持したまま接近せざるを得ず、大幅な針路の変更による操船
意図の伝達は、二船が至近距離に接近するまで行うことは難しいということである。応答船の行
き先は旗流信号または AIS によって確認できるものの、航過方法までは確認することは難しい。
したがって二船が至近距離に接近するまでに、航過方法の合意を必要としたものと言える。 
 また、先導船が行った通信の特徴として、「どうされますか」という相手船の操船意図を尋ねる
通信が 9 件見られた。これら 9 件すべての通信で避航行動の合意が行われた。これらは航過方法
を決定していない段階で相手の意図を確認したものと言える。 
 港内の航路付近では、二船が着岸予定岸壁の情報を交換することにより、航路入航順を合意す
  
図 3-23 コミュニケーションの例[F]    図 3-24 コミュニケーションの例[G] 
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る通信も見られた。 
 このように輻輳海域では航過方法は必ずしも予防法等のルールでは定められず、何らかの手段
によって航過方法の合意が必要となる場合や、航路航行義務により二船が至近距離に接近するま
で大幅な針路の変更を行うことが難しく、事前に航過方法の合意を必要とした場合が見られた。 
 
2.4.4 注意喚起・協力動作依頼 
 相手船に協力動作を依頼した通信は 11 件(14%)あった。そのうち 10 件は同航する船舶に対し
て行われた通信で航路出入口付近での通信が 7 件、航路内で行われた通信が 3 件であった。いず
れも航路内での位置関係についての通信で、航路内の右側・左側に寄るよう依頼する通信であっ
た。以下に協力動作を依頼した通信例について示す。 
【例 H 中ノ瀬航路入口付近での他船との接近】 
図 3-25 では浦賀水道航路を航行する船舶が、中ノ瀬航路に入航するために右転することから、
自船の左舷側を並航する船舶に対して近づかないよう、さらに中央ブイよりを航行するよう求め
た。 
 
【例 I 浦賀水道航路中央 1番ブイ南側での追越し】 
図 3-26の例は浦賀水道航路入口付近において、他船の左舷側を追い越そうとした船舶が、当該
他船に対して左舷側を追い越す旨、そしてさらに航路内の右側によって航行するよう求めた通信
であった。この通信では協力動作依頼と避航合意が併せて行われていた。 
 
 
3. 東京湾における国際 VHF通信の特徴 
 これまで国際 VHF 通信を行った二船について、また通信で交換された情報について船舶の大
小、相対的な位置関係等から分析を行った。本節では東京湾における国際 VHF通信の特徴につい
て整理する。 
 
3.1 通信相手 
 まず大きな特徴として挙げられることは、相対的に行動が制限される、すなわち操船の余地が
少ない船舶が呼出側となり行われる通信が多いということである。その理由として考えられる事
  
図 3-25 コミュニケーションの例[H]   図 3-26 コミュニケーションの例[I] 
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項を以下に示す。 
(1) 呼出船の平均全長は 183メートル、応答船の平均全長は 102メートルであった。さらに 88%
の通信で相対的に大型な船舶から小型な船舶に対して通信が行われていた。一般的に船舶の全
長が大きくなるほど操縦性能は貧弱になることから、呼出側の船舶の方が操船の余地が少ない
と言える。 
(2) 進路が交差する場合 14 件のうち、2 件を除くすべての通信で左舷前方に位置する船舶を呼
出し、通信を行っていた。横切り船の航法が適用される場合、保持船となる船舶から避航船に
通信が行われていたこととなる。つまり針路速力を保持しなければならない、行動の制限され
た船舶から行われたと言える。 
(3) 針路を大幅に変更することが難しい航路航行船から航路外を航行する船舶への通信は 7件見
られた、一方航路外を航行する船舶から航路航行船に対して行われた通信は1件のみであった。
したがって、航路航行義務から見ても、操船余地が少ない船舶から行われる通信が多いと言え
る。 
 
3.2 通信内容 
3.2.1 避航合意 
避航合意を行った通信は全体の約 7割であった。予防法等の規定する一般的な航法(追越し船の
航法、行会い船の航法、横切り船の航法)のほか、航路等の制限により、予防法等の規定に従った
避航行動がとれない、いわゆるグッドシーマンシップによる衝突を避けるための動作が必要とな
る場合に、国際 VHFを用いて航過方法の合意を行っていた。 
また、航路航行義務により、二船が至近距離に接近するまで大幅な針路の変更を行うことが難
しく、事前に航過方法の合意を必要としたことから、国際 VHFを用いて航過方法の合意を用いた
例も見られた。 
いずれも正しい航過方法というものは存在しない。したがって、それぞれの操船者が航過方法
を決定しなければならない。その決定した航過方法に相違がないことを確認することは有効であ
ろう。 
避航合意を行った通信 58件(72%)のうち、航過方法の合意のみを行った通信は 11件(13%)に過
ぎない。それ以外の通信では自船の意図告知や他船の動静把握、注意喚起・協力動作依頼と併せ
て避航合意が行われていた。避航合意だけであれば汽笛による操船信号によっても行うことがで
きる。したがって、避航合意のみが通信の目的ではなく、他の目的もあると考えるのが妥当であ
ろう。 
 
3.2.2 自船の意図告知・他船の動静把握 
自船の意図告知は最も多く、約 8 割の通信で、他船の動静把握も半数以上の通信で行われてい
た。また、避航合意を行った通信のち、約 8割にあたる 47件の通信で、他船の動静把握や自船の
操船意図の伝達が行われていた。 
自船の意図告知や、他船の動静把握は主に行先情報を伝送することにより行われていた。行先
を聞く通信が多かったのは、東京湾のように浮標や航路船舶交通流が整理されている海域では行
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先情報を聞くことにより、相手船の行動がおおよそ把握できる場合が多いためであると考えられ
る。他船の行先情報は AISによっても得られるが、応答船の行先情報を知った上で、再度確認し
ていたことから、行先情報を得ることのみが通信の目的ではないと考えられる。また、操船者は
AISの行先情報は完全に信用していない(22)ことも行き先を尋ねる通信が多かった一因として考え
られる。 
いくつかの通信では速力の変更、特に後続の同航船に対して減速する意図を伝送していた。他
船の速力の変化は、視界の状況に関わらず、当該他船を注視していないと変化を認識することが
困難である(21)。操船者が前方を航行する同航船を全く注視していないことはないと思われるが、
減速したことを目視やレーダ ARPA によって気付くには幾らか時間がかかることを考慮すれば、
このように他船の操船者が気付きにくい状況の変化を予め伝えておくことは、気付き遅れや見落
としを防ぎ、衝突予防に寄与するだろう。 
 
3.2.3 操船者の情報処理 
ここで、第 1 章で取り挙げた、竹本ら(4)の操船者の情報処理システム(図 3-27)をもとに、国際
VHFを用いた情報交換はどのステップに作用するものか検討したい。避航行動における各ステッ
プを以下に引用する。 
(1)他船を認識 
他船が存在していることを認める。(目視、音響信号、レーダ ARPA、AIS、VHF等の使用) 
(2)動静を識別 
他船の動静を正しく識別する。横切り船、追越し船、行き会い船、同航船、反航船等(目視、音
響信号、レーダ ARPA、AIS、VHF 等の使用)。他船の動静を確認しても、行動を臆断したり、
見合い関係の選択を間違えた場合は動静を正しく識別したとは定義しない。 
(3)衝突のおそれの検出 
ジャイロコンパスによる方位検出やレーダ ARPA、AIS でのターゲット補足といった方法で
衝突のおそれが発生するかどうか調査する 
(4)衝突のおそれの確認 
ジャイロコンパスによる方位の変化やレーダ ARPA、AIS による DCPA、TCPA 等の数値か
らそのまま航行すると衝突の危険が発生することを把握する。 
(5)衝突の危険の確認 
DCPA、TCPA等の数値から今すぐに避航しないと衝突の可能性があることを把握する。 
(6)適切な避航法の決定 
自船、他船の操縦性能、航行環境等を勘案して適切な DCPA と航過舷で他船と航過する避航
法(航過距離、針路、速力)を決定する 
(7)適切な避航法を実行 
決定した適切な避航法を実行できる操船(舵角、速力、タイミング)を行う。 
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 国際 VHF を用いた避航合意は「(6)適切な避航法を決定」する段階で行われるものと考えるの
が妥当であろう。しかし、ほとんどの通信では自船の意図告知・他船の動静把握と併せて行われ
ていた。したがって多くの国際 VHF 通信では、お互いの操船者(または呼出船の操船者のみ)が
「(2)他船の動静を識別」する段階で行い、通信中に「(6)適切な避航法を決定」するに至ると考え
ることができる。他船の識別を正しく行うことができるか否かは衝突海難の発生に大きく影響す
る(4)。したがって国際 VHF を使用して操船意図を伝達し、その通りの行動をとることができたな
らば、国際 VHFの使用は、お互いの操船者が行う動静識別を正しいものとし、動静を識別する段
階での錯誤を無くすこととなる。 
 特に、先述の他船の操船者にとって気付きにくい速力の変更や、航路等の制限により他船と接
 
図 3-27 操船者の情報処理システム 
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近せざるを得ないが、針路の変更等が容易でない場合などにおいて自船の意図を伝送することは、
他船の操船者が自船に対して行う動静識別をより一層正しいものとするだろう。 
他のコミュニケーション手段、特に既に多用されている汽笛を用いた操船信号は「(6)適切な避
航法を決定」してから、その意思を相手に知らしめるものである。国際 VHFの使用は避航合意よ
りもむしろ、その合意に至る上で必要とする情報を交換できることに、優位な点があると言える
だろう。 
 
4. コミュニケーションの失敗・改善すべき例 
 本調査中、不適切な通信や改善すべき点がいくつか見られた。ここに例を示す。 
 
4.1 通信内容と実際の行動が不一致であった例 
 図 3-27に示す通信は浦賀水道航路入航前、後方に位置する応答船に対して航路内をどちら寄り
に航行するか確認を行った後、応答船が呼出船の右舷側を追い越す旨を確認したが、実際に入航
する際には呼出船の左舷側を航行していた。 
 
国際 VHF で通航方法を合意しているのに、全然違う動きをすることはたびたび報告され(18)、
また結果的に衝突事故となった例はいくつもある。第 2 章では合意した内容と異なった行動をと
る危険性について触れたが、合意内容と実際に取った行動が結果的に異なることは混乱の原因と
なることから、避けなければならない。避航合意は第 3 船の出現など、周囲の変化が容易に変化
するような早い段階で行うべきではない。 
 
4.2 曖昧な表現 
浦賀水道航路に入航しようとする呼出船が、同じく同航路に入航しようとする応答船に対して
航路内をどちら寄りに航行するか確認し、「徐々に接近しておりますので、よろしくお願いします。」
と伝えた通信があった。会話内容並びに他の通信から推測するに、航路内での位置関係について
注意を促す通信であったと思われる。しかし、これだけでは何を宜しくお願いするのか不明であ
る。したがって、二船間の距離を十分取るよう注意喚起を行うなど明確な言葉を用いて通信を行
うべきである。 
 また図 3-28、図 3-29には先導船が行った通信の例を示す。 
 
図 3-27 コミュニケーションの例[J] 
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【例 K 京浜港川崎区沖での進路交差】 
図 3-28は浦賀水道航路に向けて鶴見航路沖を南下する呼出船が、鶴見航路から出航した応答船
に対して行った通信である。呼出船は応答船の行き先を確認した後、「多分、先にどうぞとのこと
でしょうから、お願いします。」と伝えた。 
【例 L 千葉航路における航路横断】 
図 3-29 は千葉航路を航行中の呼出船が同航路を横切ろうとする応答船に行き先を確認し、「大
丈夫かと思いますので、そのまま横切ってください」と伝えた。 
 
いずれの航過方法の合意も「多分」や「大丈夫かと思う」という不確実な言葉を用いている。
いずれも船長や水先人の同意があったなら、曖昧な表現は混乱のもととなる言葉は用いるべきで
ない。 
 
 
4.3 英語による国際 VHF通信 
次に示す例は英語によって行われた国際 VHF通信の例である。 
(1)中ノ瀬西側海域を南航する呼出船が同じく南航で先航する応答船に行った通信 
呼出船: (前略) You are behind 5cables, starboard behind 5 cables? Over. 
応答船: Yes. Starboard side, overtake me. Over. 
呼出船: Thank you. I will overtake you on your starboard side. 
        You more port side, please. (後略) 
呼出船の操船者は応答船にさらに左舷側に寄るよう依頼した通信と推測される。しかし意図
した回答は得られなかった。 
 
(2)浦賀水道航路内を航行する呼出船が同じく同航路を先航する応答船に行った通信 
呼出船: (前略) I want to overtake your starboard side.  
        Where bound for? Over. 
応答船: OK. Understood you will overtake my starboard side. Over. 
呼出船: You mean keep buoy side? Centre buoy side? Over. 
応答船: Yes. I will maintain my course and speed. (後略) 
  
図 3-28 コミュニケーションの例[K]   図 3-29コミュニケーションの例[L] 
33 
 
 呼出船は応答船の右舷側を追越すことを確認した後、航路内をどちら寄りに航行するか尋ね
たものと推測される。しかし、得られた回答は針路速力を保持することのみであった。 
 
(3)浦賀水道航路中央 2番ブイ手前を北航する呼出船が並航する応答船に行った通信 
呼出船: (前略) What is your destination? Over. 
応答船: I am going to Yokohama. Over. 
呼出船: Yokohama direct? Over. 
応答船: That is correct. I am going to Yokohama. (後略) 
 呼出船は応答船に対して行先を尋ねた後、さらに(錨地などを経ずに)直接向かうかについて尋
ねたものと推測される。しかし、直接かどうかについて回答は得られなかった。 
 
 これらの通信は、日本語でもよく行われている同航の場合の通信である。しかし、英語では応
答船にその意図を伝えられなかった。海事英語は、その性質上多少の文法上の誤用があっても通
じることが多い(文脈依存性が高く、文法等の規則逸脱に対する許容度が高い)(23)。しかし、正しい
英語を用いるべきである。誤用の多い英語では、より高度な内容を伝達する必要があるときに対
応できない。実際にこれらの通信例では実際に質問の意図が伝わっていない。特に同航の場合に
行う英語による通信の質は、先述の 3 例から見ても、日本語による通信のものとは大きく異なる
ことがあると言える。 
 
4.4 呼出方法について若干の考察 
 呼出方法については、第 2 章でその識別の正確さが問題となることを示した。呼出は通常、船
名(本来は呼出符号)のみをもって行われるが、より正確な呼出しを行うため、船名のみだけでなく、
船種、応答船の位置等、船舶を特定する情報を併せて、呼出しを行う場合も見られた。当然、特
定できる明瞭な情報と併せて行う呼出しは、識別の正確さを高めることになるだろう。詳しくは
第 5章にて例を挙げることとする。 
 
5. 結語 
国際 VHFを用いた船舶間コミュニケーションの実態を把握するため、国際 VHF通信の聴取を
行った。その結果をもとに、通信の特徴を把握し、国際 VHF の有効性を考察した。また、国際
VHF通信の改善すべき点について示した。その結果を以下に示す。 
(1) 東京湾で行われる多くの国際 VHF 通信は、相対的に操船余地が少ない、行動に制限のある
船舶が呼出側となり開始されるものが多い。 
(2) 避航合意のみを行う通信は少なく、多くの通信では自船の意図告知、他船の動静把握を併せ
て行っていた。また、自船の意図告知や他船の動静把握は「行先情報」によるものが多かった。
その理由は東京湾においては、他船の行先情報を得ることで、当該他船の行動を予測できる場
合が多いためと考えられる。 
(3) 操船者の情報処理システムから考えれば、多くの通信では、「適切な避航法を決定」する段階
ではなく、「動静を識別」する段階で行われていたと言える。汽笛を用いた操船信号など他のコ
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ミュニケーション手段は、「適切な避航法を決定」してから、その操船を行う時点で用いるもの
であり、それらは「動静を識別」する段階で用いることは難しい。したがって国際 VHF を使
用することが、他のコミュニケーション手段に比し優位となる点は、航過方法の合意よりも、
むしろその合意に至る上で必要とする情報を交換できる点にあると言える。 
(4) 特に、他船の操船者にとって気付きにくい速力の変更を行う場合や、航路等の制限により他
船と接近せざるを得ないが、大幅な針路の変更によって自船の意図を示すことが難しい場合に
国際 VHF を用いて、その意図を示すことは、他船が自船に対して行う動静把握を寄り一層正
しいものとするだろう。 
(5) 「先にどうぞ」や「左舷対左舷」等の語句を用いて避航合意を行う、反航・横切りの場合に
比べ、同航の場合に行う通信は複雑である。同航の場合には、位置関係についての通信、いわ
ゆる位置取りのための通信が多く、航過方法の合意に加えて、さらに協力動作を依頼するよう
な通信も見られた。 
(6) 英語による通信では、日本語に比べ、意思疎通が完全に行われていないものが見られた。特
に、同航の場合には、質問の意図が上手く伝わらず、意図した回答が得られていない通信がい
くつか見られた。 
(7) 特に通信内容の複雑な同航の場合の通信については、一般的なコミュニケーション例を予め
検討しておくことは、経験の浅い操船者や海域に不慣れな操船者にとって有効であると考えら
れる。それらは英語による通信の場合には、質問の意図が伝わらない場面がいくつも見られた。
よって正しい英語による通信例を示すことが有効となると考えられる。 
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第 4章 衝突回避における国際 VHF通信の効果 
 
 前章では国際 VHFの使用実態について調査した結果、国際 VHFを用いた船舶間コミュニケー
ションの現状について、いくつかの特徴を把握できた。これらの特徴は聴取した国際 VHFにおけ
る会話データ並びに取得した AIS情報データ等、外観的なデータを基に事後的にまとめたもので
ある。 
 しかし、実態調査では通信を行った操船者本人がどのような意図で行ったか、また通信を行っ
た結果、操船者にどういう効果が得られたかを把握できていない。 
 そこで本章では操船者が国際 VHFを使用する意図・目的、そして国際 VHFを使用することは
操船者に対してどのような効果、影響を及ぼすかを、操船シミュレータを用いた実験を行い、調
べることとする。 
 
1. シミュレータ実験の概要 
1.1 目的 
衝突回避において、国際 VHFを使用する意図・目的、国際 VHFを用いた船舶間コミュニケー
ションが操船者に及ぼす、他船の接近に対して感じる危険感等の主観的効果並びに二船の位置関
係等の外観的効果を調べることを目的とする。 
 
1.2 方法 
シミュレータ実験は 2015年 11月、東京海洋大学内の操船シミュレータを用いて行った。被験
者は熟練した操船者(以下、熟練者)4 名、経験の浅い操船者 2 名、大学 3 年生(以下、学生)3 名の
計 9名である。被験者の乗船履歴、取得免許を表 4-1に示す。 
 
1.3 シナリオ 
第 3 章の実態調査では、東京湾で行われている国際 VHF 通信について、次の特徴を明らかに
した。 
(1) 国際 VHFを用いて避航合意のみを行う通信は少ない。 
(2) 他船の操船意図を尋ね、自船の操船意図と伝送し、避航合意に至る通信が多い。 
 表 4-1 被験者の乗船履歴等 
 
被験者 乗船履歴 海技免許
A　(熟練した操船者) 10年以上 一級海技士
B　(熟練した操船者) 10年以上 一級海技士
C　(熟練した操船者) 10年以上 一級海技士
D　(熟練した操船者) 10年以上 一級海技士
E　(経験の浅い操船者) 2年未満 三級海技士
F　(経験の浅い操船者) 2年未満 三級海技士
G　(学生) 3か月 なし
H　(学生) 3か月 なし
I　(学生) 3か月 なし
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(3) すべての通信が避航合意を目的としているわけではなく、例えば航路内を並航する 2船が位
置取りを行うことを目的とするなど、航過方法の合意がなされない通信もあったこと。 
 
そこで、今回の実験では他船の操船意図を尋ね、自船の操船意図を伝送し、避航合意に至る通
信の例として(X)OPEN SEA において横切り船(以下、対象船)と進路が交差するシナリオ、航路内
を航行する同航船に対して注意喚起を行う通信の例として(Y)東京湾浦賀水道航路内を北上し、航
路屈曲部において並航する船舶(以下、対象船)に接近するシナリオの 2 種類を用意した。図 4-1、
図 4-2には両シナリオのイメージを、表 4-2にはシナリオ条件を示す。 
各シナリオは、〔1 回目〕国際 VHF を使用しない場合、〔2 回目〕国際 VHF を被験者が自身の
判断で自由に使用する場合、〔3 回目〕国際 VHF を指定した方法で使用する場合の 3 回を行う。
なお、被験者の学習効果を考慮し、2種類のシナリオを交互に行い、それぞれ対象船の初期位置、
第 3 船の配置が異なる類似シナリオを用意した。なお、以下のカッコ内番号「(例)No.1」は特に
断りのない限り、シナリオ番号を示す。また、本実験は第 3 章で行った実態調査と同様、視界良
好な昼間の時間帯を想定している。 
 
 
 
    
図 4-1 (X)シナリオのイメージ図      図 4-2 (Y)シナリオのイメージ図 
表 4-2 シナリオ条件 
 
シナリオNo. シナリオ 海域 国際VHFの使用条件
1 (X) 横切り船との見合い関係 OPEN SEA 使用しない
2 (X) 横切り船との見合い関係 OPEN SEA 自由に使用
3 (X) 横切り船との見合い関係 OPEN SEA 指定された方法で使用
4 (Y) 浦賀水道航路屈曲部付近において他船と接近 東京湾 使用しない
5 (Y) 浦賀水道航路屈曲部付近において他船と接近 東京湾 自由に使用
6 (Y) 浦賀水道航路屈曲部付近において他船と接近 東京湾 指定された方法で使用
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なお、シナリオの作成に当たり、第 3章の実態調査で得られた以下の特徴を考慮した。 
(1) 操船余地がより少ない船舶、すなわち行動がより制限された船舶が呼出側となり通信を開始
するケースが多く見られた。これを考慮し、(X)OPEN SEA シナリオでは保持船、(Y)東京湾の
シナリオでは浦賀水道航路内北航レーンの右寄り、つまり外側を航行する船舶を自船とした。
また、(Y)東京湾シナリオについては、平成 10 年 2 月 13 日に浦賀水道航路中央 2 番ブイ付近
で発生した海難衝突(24)も参考にした。 
(2) 呼出船、応答船の全長による差が見られたことから、自船・対象船とも全長 148 メートル、
総トン数 10000トンのコンテナ船とした。 
 
 シナリオ No.3では国際 VHFの使用について次のとおり指定した方法で行うよう指示した。 
(1) 第 2章で取り挙げた、国際 VHFの使用に関する指針(17)は、有効な通信の例として、保持船
が避航船に避航意志を確認することを挙げている。そこで避航・保持の関係が定まる、衝突の
おそれ発生後に対象船(避航船)に通信を行うこととする。 
(2) 呼出方法については第 3章の実態調査で多く見られた、一般的なコミュニケーションをもと
に、船名と船種、船体色等対象船を特定できる情報を加え、呼び出すこととする。 
(3) 通信内容は対象船が避航船であることを確認すること、そして対象船の操船意図を尋ね、ど
のような航過方法を取るか確認(避航合意)することとする。 
 
 また、シナリオNo.6では同じく次のとおり指定した方法で行うよう指示した。 
(1) 通信は屈曲部で接近することを判断した時点と屈曲部で変針しようとする直前の 2 回行う。 
(2) 1 回目の通信で航路屈曲部での変針後に自船の進路と対象船の進路が交差することがないよ
う、行先を確認し、航路内を左右どちら寄りに航行するか尋ねる。 
(3) 2 回目の通信で対象船が変針する意思があることを確認し、対象船との船間距離を適切に保
ちながら変針する。 
 
1.4 分析項目 
 操船者の緊張度(精神的作業負担)、操船者が認知する主観的な安全感の差異、国際 VHF通信の
意図・目的、通信時の二船間距離から通信を行う時機を調査する。 
 
2. 操船者の緊張度 
 瀬田ら(25)の調査では国際 VHF 通信を行った場合、行わなかった場合に比べて、主観的危険度
が高くなるような操船がなされる傾向にあることを明らかにした。それゆえ操船者にとって、国
際 VHF 通信の有無により他船の接近に対して感じる危険度が異なるのではないかと考えた。そ
こで本実験では操船者の緊張度(精神的作業負担)を測ることにより、他船の接近に対して感じる
危険感の差異を表すことを試みる。 
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2.1 メンタルワークロード 
2.1.1 メンタルワークロードの概念 
 精神的作業負担（または負荷）のことを「メンタルワークロード(mental workload)」という。
メンタルワークロードは言わば作業をすることによって作業差が受ける精神的な「大変さ」を意
味する。メンタルワークロードは低すぎる場合も高すぎる場合も作業者がエラーを犯す確率が高
まる。この大変さを規定する要因としては、2 つの要因が考えられる。例えば荷物の運搬におい
て、その作業の「大変さ」は運ぶ荷物の重さにより、また作業者の体の強さにより決まると言え
る。かつて人間工学の国際規格である ISO 6385は前者を「作業負荷(work stress)」、後者を「作
業負担(work strain)」と定義していた。しかしストレスが人間の外部にあるものとの用語法はわ
かりにくいとの批判が絶えず、負荷(stress)と負担(strain)も混同されやすいので、2011年に発行
した ISO 26800では外部負荷(external load)、内部負荷(internal load)という表現に変更された。 
メンタルワークロードはワークロードの一種であり、内部負荷よりも外部負荷の方であると考
えられている。しかし、メンタルワークロードが問題となる作業は航空機や船舶、列車、自動車
の操縦などいずれも身体的動作より、視聴覚情報の処理、判断、それに基づく決定が重要なもの
ばかりである。このような作業において、オペレーターが過重負荷にも過小負荷にならず、エラ
ーを起こさないで作業を遂行するにはシステムをどのように設計あるいは改善しなければならな
いのか、などの実務上の質問に答えるために発展したのがメンタルワークロードの理論と計測技
術である(26)。 
 
2.1.2 メンタルワークロードと注意 
作業者は通常、作業に対して一定の注意資源(attentional resource)を配分し、幾分かの余裕を
残している。作業が難しくなる等メンタルワークロードが高まる状態では、作業者はより多くの
注意資源を作業に配分し、余裕が無くなってくる。利用可能な注意資源量には限界があり、それ
を超えると急激に作業成績が低下する。一方、作業が簡単すぎる、長時間変化のない状態が続く
等、メンタルワークロードが低すぎる状態では、眠気、疲労感、遂行能力の低下といった減退的
効果が生じる。このようにメンタルワークロードの変化に伴う成績の変化は、作業者の注意資源
の状態と密接な関係がある。但し、メンタルワークロードと注意の関係は完全に一致するわけで
はなく、両者の関係には様々な考え方がある(26)。 
 
2.1.3 メンタルワークロードの測定 
メンタルワークロードの測定には例えば副次課題を用いた二重課題法などの行動的手法、
SWAT(Subjective Workload Assessment Technique)、NASA-TLX(NASA Task Load Index)など
の主観的手法、そして心拍変動などのデータを用いた生理的手法がある。 
 本実験では主に心拍変動指標(Heart Rate Variability: HRV)を用いた生理的手法によりメンタ
ルワークロードを測定することで、操船者が他船の接近に対して感じる危険度について調査した。
具体的には R-R 間隔（心電図の R 波と R 波の間の時間間隔）のゆらぎをスペクトル分析するこ
とで得られる SNS(Sympathetic Nervous System)値を用いる。SNS値は自己の意志による影響
を受けにくい自律神経の働きを調べるため比較的安定した結果が得られる。そのため、船舶のみ
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ならず、航空機、列車、自動車の操縦者の緊張度を図るために数多く用いられてきた(26)。したが
って本実験でも数多の研究にならって、SNS値を測定し、緊張度を示すこととした。 
 
2.2 交感神経活性度による緊張度の測定 
人間の緊張や興奮を示す生理反応には、交感神経と副交感神経からなる自律神経がかかわる。
呼吸循環機能の亢進や消化機能を抑制する交感神経は緊張状態で活発であり、一方エネルギーの
保存、貯蔵に係わる副交感神経はリラックス時に活動することが知られており、自律神経によっ
て心拍数は調節されている。また副交感神経は 0.5Hz前後の心拍調整信号まで伝達できるのに対
し、交感神経による心拍調節は 0.15Hz 以上の信号を伝達できないことから、両神経における心
拍数調整活動を分離できる。 
0.04～0.15Hzの低周波数成分の積分値 LFと 0.15～0.5Hzの高周波数成分の積分値 HF、また
パワーの全周波数にわたる積分値 Totalを求める。ここで交感神経活動の指標 SNS値は緊張度を
表す。SNS=LF/HF により人間が感じる精神的緊張や興奮を具体的な数値として示すことができ
る。副交感神経活性度を示す PNS(Parasympathetic Nervous System)値については呼吸周波数
を考慮しなければならないことから、今回は SNS値のみを計測した。 
福地ら(27)は実船の操船者に対して心拍変動計測を行い、以下のような場面では SNS値が高く、
緊張する(精神的作業負担が高い)こと、そして PNS 値は平静時以外の航海中全てにわたり低く、
リラックス状態はほとんどないことを明らかにした。 
(1) 輻輳海域や横切り船を航過する時点に SNS 値が高くなっており、入港時や着桟時などより
も高く、より緊張している。 
(2) 航海開始前や作業準備中に SNS値が高く、操作・操船の方針を決める判断時点、目視や双眼
鏡で前を見ている知覚地点においてかなり緊張し、操作を開始すると落ち着く傾向が見られる。 
 
2.2.1 心拍変動の測定と分析 
POLAR社のRS800CXを用いてR-R間隔の測定を行った。得られたデータはFFT(Fast Fourier 
Transform：高速フーリエ変換)スペクトル解析により解析した。標本データは 1秒ごとの R-R間
隔値であり、FFT法の都合上データ数は 2の整数べき乗である必要がある。そこで本実験では 64
秒ごとの SNS値を算出した。 
 
2.2.2 測定結果 
 図 4-3、図 4-4 には SNS 値の推移例として、ある被験者の SNS の値の推移を示す。被験者内
では似たような上昇・下降傾向が見られたが、すべての被験者に共通する傾向はほとんど見られ
なかった。 
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しかし、(X)OPEN SEAシナリオにおいて、操船経験のある実務者(熟練者と経験の浅い操船者)
のみを比較した場合には一定の傾向があるようにも見えた。図 4-5、図 4-6は(X)OPEN SEAシナ
リオの国際 VHF を使用しない場合(No.1)と国際 VHF を自由に使用した場合(No.2)の実務者の
SNS値を示す。国際 VHF を使用した場合には 8分 32秒(自船と対象船との距離は約 2海里)以降
の SNS値は概ね下降傾向にあるように見える。この傾向は国際 VHFを使用しない場合には見ら
れなかった。 
次に被験者が(X)(Y)両シナリオで国際 VHFを使用した時点、(X)OPEN SEAシナリオにおいて
対象船が変針した時点、(Y)東京湾シナリオにおいて対象船が変針した時点の SNS値に着目する。 
 
 
図 4-3 SNS値推移の例(X) 
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図 4-4 SNS値推移の例(Y) 
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(1)国際 VHF使用前後の SNS値 
図 4-7 は(X)OPEN SEA シナリオ、図 4-8 は(Y)東京湾シナリオにおける、ある操船者の国際
VHFの使用前後の SNS値推移例を示す。このように被験者内で比較すれば、SNS値はシナリオ
によって異なるものの、それぞれ似たような傾向を示すことがわかった。 
 
図 4-5 実務者の SNS値の推移(No.1,VHFなし) 
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図 4-6 実務者の SNS値の推移(No.2,VHF自由使用) 
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図 4-9 は(X)OPEN SEA シナリオにおいて、それぞれの被験者が国際 VHF を使用する直前の
SNS値について示す。自由に使用した場合(No.2・橙色)と指定した方法で使用した場合(No.3・水
色)を比較すると、熟練者はどちらもほぼ変わらないか、指定した方法で使用した場合の方が少し
低くなる(最大で 0.07 程度)。つまり熟練者にとっては指定の有無により緊張度(精神的作業負担)
は大きく変わらないか、もしくは指定した方が、緊張度が低い(精神的作業負担が小さい)傾向にあ
ると言える。 
一方ですべての経験の浅い操船者及び学生は自由に使用した場合の SNS 値の方が高い。つま
り、経験の浅い操船者や学生にとっては、指定した方法で使用した方が緊張度は高い(精神的作業
負担が大きい)と言える。 
また使用の有無による SNS値の差は熟練者、経験が浅い操船者、学生の順で大きくなる傾向に
 
図 4-7 通信前後の SNS値推移の例(X) 
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図 4-8 通信前後の SNS値推移の例(Y) 
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あった。このことから、使用方法の有無による緊張度(精神的作業負担)の差は操船経験が少ないほ
ど顕著になると言える。 
 
図 4-10には同じく(Y)東京湾シナリオにおいて国際 VHFの使用直前の SNS値について、被験
者ごとに示した。なお被験者 Aが国際 VHFを自由に使用した場合(No.3)の SNS値はデータ欠損
により取得できなかった。このシナリオにおいては、(X)OPEN SEA シナリオで見られたような
一様な傾向は見られず、特に被験者 B,Cについては、指定した方法で使用した場合(No.6)の方が、
SNS 値が高く、被験者 E,F については、自由に使用した場合(No.4)の方が高いという(X)OPEN 
SEAシナリオとは正反対の結果となった。 
 
 
図 4-9 国際 VHF通信開始前の SNS値(X) 
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図 4-10 国際 VHF通信開始時の SNS値(Y) 
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(2)対象船変針前後 
 図 4-11は(X)OPEN SEA シナリオにおいて、対象船変針 2分前から変針 2分後までの、ある被
験者の SNS値推移の例を示す。先ほど図 4-5、図 4-6で示した国際 VHF使用前後の SNS値推移
と同様に、被験者内で比較すると似たような傾向になるものの、被験者によって異なる結果とな
った。 
 
 
図 4-12は対象船変針前の、それぞれの被験者の SNS値を示す。その結果、被験者 Dの 1名を
除く操船経験のある実務者全員(被験者 A,B,C,E,F)において、国際 VHF を自由に使用した場合
(No.2)の SNS 値が最も低かった。つまり、国際 VHF を自由に使用する場合は、使用しない場合
よりも緊張度が低く(精神的作業負担が小さく)なる傾向にあると言える。 
一方、すべての学生においては国際 VHF を自由に使用した場合が最も高い値をとった。つま
り、操船経験のほとんどない者にとっては、国際 VHF を使用した場合、かえって緊張度が高く
(精神的作業負担が大きく)なると言える。 
 
図 4-11 対象船変針前後の SNS値推移の例 
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図 4-13 は対象船の変針後における、それぞれの被験者の SNS 値を示す。対象船の変針前には
操船経験に応じた傾向が見られたものの、変針後にはそのような傾向は見られなかった。 
しかし、対象船の変針を知覚した後の SNS値は次の通り被験者がとった操船行動に応じた特徴
が見られた。3 回のシナリオすべてにおいて針路速力を保持した被験者 B,C,F,G において、国際
VHF を自由に使用した場合(No.2、橙色)の緊張度が最も高い値となった。つまり国際 VHF の使
用の有無にかかわらず、同じ行動をとった被験者のみを比べると、対象船の変針を知覚した後の
緊張度(精神的作業負担)は国際 VHF を使用した場合の方が、国際 VHF を使用しない場合よりも
高くなると言える。 
一方で、国際 VHFの有無によって異なる操船行動をとった被験者 A,D,E,H,Iの SNS値につい
ては、国際 VHF を使用しない場合(No.2)の SNS 値が高い値をとった被験者が多いように見える
ものの、一様な傾向は見られなかった。 
  
図 4-12 対象船変針前の SNS値 
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3. 衝突回避に国際 VHFを使用する目的 
シナリオNo.2後に、通信を行った理由について尋ねる選択式のアンケートを行った。その結果
を表 4-3 に示す。全員が相手船の意図を尋ねる通信を行ったが、アンケートの結果、熟練者は全
員、そして経験の浅い操船者は 1名が、「対象船が自船を認識しているかを確認するため」と回答
した。そして経験が浅い操船者と学生全員が、「対象船がどのような避航動作を取るか確認するた
め」と回答した。この結果から、すべての被験者が実際には対象船の意図を確認しているものの、
熟練者ほど接近する他船が自船の存在に気付いているかを確認するために国際 VHF を用いてい
ることがわかる。 
 
 
4. 国際 VHF通信を行う時機 
(1) 国際 VHFを自由に使用した場合(No.2) 
 
図 4-13 対象船変針後の SNS値 
0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
SN
S
B       C       F       G            A       D       E       H       I
被験者
VHF無
VHF有(自由)
VHF有(指定)
表 4-3 衝突回避に国際 VHFを用いた理由(No.2, VHF自由使用) 
 
被験者
対象船が自船を認識して
いるか知りたかったから
対象船がどのような避航動作
を取るか知りたかったから
対象船が避航動作を
取らなかったから
A　(熟練した操船者) ○
B　(熟練した操船者) ○
C　(熟練した操船者) ○
D　(熟練した操船者) ○ ○
E　(経験が浅い操船者) ○ ○
F　(経験が浅い操船者) ○ ○
G　(座学のみ) ○
H　(座学のみ) ○ ○
I　(座学のみ) ○
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図4-14はシナリオNo.2において、それぞれの被験者が通信を行った時点の二船間距離を示す。
図中に示す衝突のおそれの発生時機と考えられる二船間距離 2.2 海里は、松本(28)が海難審判裁決
録から算出した回帰式により求めたものである。経験の浅い操船者は熟練者や学生よりも約 3 海
里というかなり早い段階で通信を行っている。この差は渕ら(29)が示した保持船の動作判断時機は
実務経験に伴って遅くなるということ(この調査は保持船の動作判断時機について、熟練者と学生
の間にはほぼ差がなく、経験の浅い操船者は熟練者、学生よりも早い段階で判断するが、その時
期は実務経験に伴って遅くなることを示した)を再度確認できたものと言える。 
表 4-4には、通信を行った法的時機と二船間距離、加えて SJ値(詳しくは後述する)について示
した。学生 1 名を除いた被験者全員(実務者)が、通信時の二船間距離には若干の差異があるもの
の、それぞれ考える主観的な衝突のおそれの「発生前」または「発生時」に通信を行っている。こ
のことから、ほとんどの被験者は対象船が避航動作を取るべき時機よりも早い段階で対象船の意
図を確認している。よって他船が適切な避航行動を行っていないから国際 VHF を用いて確認し
ているのではない。このことは、先述の国際 VHFの使用目的からも説明できる。 
 
 
ここで井上ら(30)が策定した他船の接近に対して操船者が感じる主観的危険度を表す評価式を用
いて、それぞれの被験者が通信を行った時点の主観的危険度を調べた。被験者が通信を行った時
機の SJ値は全て正、つまり一般的な操船者が、どちらかというと安全であると認識する段階であ
る。また、操船者は経験的な船舶の操縦特性の知識から、対象物までの距離と最短停止距離が一
致する点を概ね“SJ=0”と判断し、“SJ=-0.5”で避航を決断している。これを考慮し、知覚：SJ=+3、
 
図 4-14 通信時の二船間距離(No.2,VHF自由使用) 
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表 4-4 通信時機（No.2,VHF自由使用） 
 
被験者 他船を認識 航法適用前 航法適用時 航法適用後 SJ値 主観的危険度
A　(熟練した操船者) 2.3NM 3.0 非常に安全
B　(熟練した操船者) 1.6NM 0.2 どちらともいえない
C　(熟練した操船者) 2.7NM 3.0 非常に安全
D　(熟練した操船者) 1.9NM 1.5 やや安全
E　(経験が浅い操船者) 3.1NM 3.0 非常に安全
F　(経験が浅い操船者) 2.5NM 3.0 非常に安全
G　(学生) 1.9NM 1.2 やや安全
H　(学生) 2.0NM 1.7 やや安全
I　(学生) 2.4NM 2.9 非常に安全
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判断：SJ=0、操作：SJ=-0.5 と仮定すれば、全員が一般的な操船者が「判断」を終える時期より
も早い段階で通信を行っている。今回のシナリオでのそれぞれの時期は、知覚時(SJ=+3)が 2.4海
里、判断時(SJ=0)が 1.6海里、操作時(SJ=-0.5)が 1.4海里であった。操作時は国際 VHFを使用す
る時機ではなくて、衝突を避けるための動作をとるべき時機である。したがって国際 VHFの使用
は判断時までに行うものと仮定すれば、今回のシナリオでは二船間距離が 1.6 海里になるまでに
通信を終えるべきであったと言えるだろう。 
 
(2)国際 VHFを指定された方法で使用する場合(No.3) 
 図 4-15はシナリオ No.3 において、被験者が通信を行った時機について示す。また、表 4-5 に
は、被験者が通信を行った時点の二船間距離と SJ値を示す。本シナリオでは航法適用後に通信を
行うことが条件であったので、通信時機は国際 VHFを自由に使用した時(No.2)よりも、全体的に
接近してから通信を行っていた。また、経験の浅い操船者を除いた被験者全員が、先述の回帰式
から算出した一般的な衝突のおそれ発生後に通信を行っていた。衝突のおそれの発生後に通信を
行った場合、通信を行う間に対象船と段々接近し、最終的に二船間距離 0.47海里まで近づいてし
まった被験者もいた。 
 このことから、衝突のおそれが発生してから通信を行うことで、衝突を避けるための動作をと
る時間を失い、その結果、他船と至近距離まで接近してしまう可能性があると言える。 
また、上記(1)、(2)から、今回のシナリオのような(切迫した危険のある状況ではなく)比較的余
裕のある時機に行う国際 VHF通信は、一般的に衝突のおそれ発生前に行われていると言える。 
 
 
図 4-15 通信時の二船間距離(No.3,VHF指定使用) 
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【SJ値について】 
この評価式は井上ら(30)他船への接近に対して感じる危険感を表現できる定量化モデルの策定を
目的として、操船シミュレータによる実験とアンケート調査を実施した結果、算出された多くの
操船者の意識を代表できる実用モデルである。シミュレータ実験とアンケート結果から求めた回
帰式により、一般的な操船者が感じる危険感を「非常に危険(SJ=-3)」から「非常に安全(SJ=+3)」
の 7 段階で表す。なお、中央値である SJ=0 とは危険でも安全でもない、つまり一般的な操船者
が危険か安全かを判断する時期である。但し、危険といっても許容できないほどの危険ではない。
実際に併せて行われたアンケート結果ではすべての操船者が SJ=0 の状況を許容できる危険と回
答している。 
 回帰式は以下のように表される。 
SJ=α{(余裕時間×相対速力)/(自他船平均船長)}+β 
=α(R/Lm)+β 
   但し、R：他船との相対距離=衝突までの余裕時間×相対速力 
Lm：自船船長と他船船長の相加平均 
ここで勾配 αについては全ての見合い関係において 
α=0.0019×(Lm)   
切片 βについては 
左舷からの横切りの場合 β=-0.65×ln(自他船平均船長)-2.35 
 
 なお、SJ値には原(31)が提唱するモデルもある。このモデルは他船との相対距離と相対方位の
変化率をパラメータとするものである。しかし、本シナリオでは対象船が変針するまでの間、相
対方位の変化率はほぼゼロであるため、井上らのモデルを使用した。 
 
5. 衝突を避けるための動作 
 国際 VHF を使用しなかった場合(No.1)では被験者 A,D,E,H,I の 5 名が、対象船が大幅な変針
を行う前に大きく右転し、被験者 B,C,F,G の 4 名は針路速力を保持した。しかし国際 VHF を用
表 4-5 通信時機(No.3,VHF指定使用) 
 
被験者 航法適用後 SJ値 主観的危険度
A　(熟練した操船者) 2.2NM 2.2 かなり安全
B　(熟練した操船者) 1.7NM 0.5 どちらともいえない
C　(熟練した操船者) 2.1NM 1.7 やや安全
D　(熟練した操船者) 1.0NM -1.9 かなり危険
E　(経験が浅い操船者) 2.7NM 3 非常に安全
F　(経験が浅い操船者) 2.9NM 3 非常に安全
G　(学生) 1.9NM 1.3 やや安全
H　(学生) 1.9NM 1.2 やや安全
I　(学生) 1.8NM 0.6 どちらともいえない
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いた場合(No.2)では全員がシナリオを通して針路速力を保持した。 
図 4-16は保持解除を行った被験者(A,D,E,H,I)5名のそれぞれについて、左側(青色)に国際 VHF
を使用しなかった場合(No.1)において保持解除を行った時点の二船間距離を、右側には対象船が
国際 VHF を自由に使用した場合(No.2)において対象船が変針を開始した時点の二船間距離を示
す。いずれの被験者も国際 VHFを使用しなかった場合に保持解除を行った二船間距離よりも、使
用した場合に対象船が変針を開始した時点の二船間距離の方が小さくなっている。つまり、国際
VHFをしなかった場合には、針路速力の保持を解除し、右転していたところ、国際 VHFを使用
したことによって、その解除の時期は、少なくとも図 4-13に示す距離の差分は遅らせたこととな
る(実際には対象船が右転したことに気付くにはある程度の時間を要するので、その差はさらに大
きくなると考えられる)。よって、国際 VHF で通信を行うことにより、保持船である自船が保持
解除という回避的行動を取る時機を遅らせ、結果的に対象船と近づく操船を行ったこととなる。
言い換えれば、国際 VHFを用いることにより必要な航過距離を小さくすることで、より効率的な
運航ができることとなる。 
国際 VHF を使用しなかった場合(No.1)では針路速力の保持を解除し大きく右転した被験者が、
国際 VHFを自由に使用した場合(No.2)に針路速力を保持したのは、対象船がいずれ変針するもの
と考えた(＝学習効果)からだと考えることもできる。しかし、国際 VHFを指定した方法で使用し
た場合(No.3)では再び右転した被験者がいたことを考慮すれば、必ずしも学習効果により、すべ
ての被験者が針路速力を保持したわけではないと考えられる。 
 
 
(X)OPEN SEAシナリオでは、結果的に近づく操船を行う傾向が見られた一方、(Y)東京湾シナ
リオではそのような結果は見られなかった。(Y)東京湾シナリオでは、国際 VHF を使用しない場
合(No.2)に北航レーンの左側を航行する対象船と自船の変針時機が合わず、二船間距離 0.1 海里
程度まで接近し、ニアミスを起こした被験者が複数いたことから、国際 VHFを自由に使用した場
合(No.4)には、そのような被験者は全員が航路外に出るといった慎重な操船者を行ったため、国
 
図 4-16 針路速力保持解除のタイミング 
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際 VHFを使用しない場合の方が近づく操船を行う傾向にあった。 
 
6. 国際 VHFを用いた船舶間コミュニケーションの効果 
 これまでの分析項目をもとに、衝突回避における国際 VHFの効果について、操船者が他船の接
近に対して感じる危険感に及ぼす効果(主観的効果)、操船者の意思決定に及ぼす効果(外観的効果)、
使用方法による違いの 3つに大別しまとめる。 
 
6.1 操船者が他船の接近に対して感じる危険感に及ぼす効果（主観的効果） 
 操船経験のある実務者にとって、予め国際 VHFを使用し「他船が自船を認識しているという事
実」、「他船の操船意図」を確認することは、他船の接近に対する精神的作業負担を減ずる傾向に
ある。一方で、操船経験のない者にとっては国際 VHFを使用することで、かえって精神的作業負
担を増やすこととなる。その要因の一つとして推測されるのが、国際 VHFを用いて操船意図の確
認または航過方法の合意を行ってから対象船が実際に衝突を避けるための動作をとる(合意内容
を履行する)まで最大 5 分程度の時間がかかったことである。本実験の目的は国際 VHF の使用有
無による他船の接近に対する危険感の差異を調査することである。したがって、対象船は国際
VHFの有無にかかわらず、指定された二船間距離に至った時点で変針を行うよう設定した。よっ
て国際 VHF を使用して対象船の意図を把握または航過方法の合意を行ったにもかかわらず、な
かなかその動作がとられなかった(合意内容が履行されなかった)ことが、かえって精神的作業負
担を増す一因となったと推測される。 
 シナリオ No.2終了時には国際 VHFの使用有無によって、主観的な安全・危険度がどれほど異
なるかを、国際 VHFを使用したことで「最も危険になった」から「最も安全になった」までの 7
段階で選択する簡易的なアンケートを行った。その結果、4名の被験者が国際 VHFを使用するこ
とで使用しない場合よりも「少し安全になった」、5名が同じく「とても安全になった」と回答し
た。国際 VHFを使用した場合の方が他船に近づく操船を行った被験者全員も、そして国際 VHF
を使用した場合の方が精神的作業負担の高かった学生全員も、国際 VHF を使用することで使用
しない場合より安全になったと回答した。 
 このことから、国際 VHF を使用した場合、使用しなかった場合に比べて他船により近づく操船
を行ったとしても、操船者が認知する主観的な安全感は高まることがわかる。その大きな理由は
アンケート結果から、接近する他船が自船を認識していることを把握できたこと、そして同他船
の操船意図・避航意志を確認できたことによる。 
 「気付き遅れ」、「見落とし」は実際に事故に結びつかない場合でも日頃から多数発生している
(32)。国際 VHFを使用する目的には、熟練者と経験の浅い操船者、学生の間に違いが見られたが、
熟練者ほど周囲の船舶の見落としが発生しやすいことを理解していることによるものと推測でき
る。したがって、熟練者は接近する他船がどのような行動をとるか確認するよりもまず、同他船
が自船に気づいているか確認することに重きを置いたものと考えられる。 
しかし、対象船が自船に気づいていることが分かっても、自身の予測した通りの行動を取ると
は限らない。したがって、すべての被験者が行ったように、対象船の意図まで確認すべきであろ
う。 
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6.2 操船者の意思決定に与える効果（外観的効果） 
他船に比べ、操船余地が少ない船舶の操船者は、国際 VHFを用いて相手船の意図を確認した結
果、国際 VHFを使用しない場合に比べて、例えば本実験の結果に見られるように保持船の針路速
力保持の解除という回避的行動を取る時期を遅らせる傾向にあると言える。つまり、本来国際
VHF を行わなかった場合、保持船が針路速力の解除を行い、危険を回避しようと(安全を担保し
ようと)したところ、国際 VHF を用いて通信を行うことで、保持解除という回避的行動を取らず
に済む、または取る時期を遅らせていると言えるだろう。 
瀬田ら(25)は、操船者は国際 VHF 通信を行うことにより、行わない場合よりも、より他船に近
づく操船を行ったことを示した(但し、伊勢湾で行ったこの調査は、通信の多くが避航義務のある
船舶から行われていたことを明らかにした。したがって今回のような操船の余地が少ない船舶か
ら行われる通信とは種類の異なったものかもしれない)。 
本実験においても国際 VHF において通信を行ったことにより結果的に近づく操船を行う傾向
が見られた、しかし、それは衝突のおそれが発生し、接近した状態で通信を行うことによって、
保持解除という回避的行動をとる機会を逃しているからではなく、意図的に針路速力を保持して
いた。多くの被験者は表 4-4 で示したように、十分に余裕のある時機に通信を行っているにもか
かわらず、針路速力等の大幅な変更は行わなかった。 
ここで国際 VHF の有無による行動の違いについて、人間のリスクテイキングの心理的メカニ
ズムに関する理論であるリスクホメオスタシス理論(33)を用いて論考する。リスクホメオスタシス
理論とは、人は危険度が低下したと認知すれば、より危険度の高い方向に行動を変化させ、危険
度が増加したと認知すれば安全な方向に行動を変化させるという人間の特性を説明する理論であ
る。例えば、ABS(Antilock Brake System)を装備し、安全性を向上させた車両に乗務したタクシ
ードライバーは、ABSのない車両に乗務したときよりもスピードを出し、車間距離を詰め、事故
率が高いことを示した調査(34)がある。リスクホメオスタシス理論とは、人にはリスクの目標水準
(許容し得る危険度の目標値)があり、知覚したリスクとそれとを比較・調整し、両者の差を解消す
るような行動をとる、と考える理論である。 
この理論を用いれば、被験者が国際 VHFを使用した場合に、使用しなかった場合よりも近づく
操船を行ったことから、やはり国際 VHFを使用することは、操船者が他船の接近に対して感じる
危険感を減らし、そしてその結果それぞれの被験者が設定する目標水準に達するまで近づく操船
を行ったものと考えられる。 
 
6.3 使用方法の違いが操船者に与える影響 
 国際 VHFの使用によって、操船者の緊張度(精神的作業負担)が異なり、また取る避航行動も異
なることを示した。有効な国際 VHFの使用方法を検討するにあたり、使用方法の違いによる影響
の違いを調査するならば、本来指定した条件ごとにシミュレーションを行うべきであったが、時
間上の制約から、今回は通信時機、呼出方法、会話内容の 3 つを一度に指定した。よって、被験
者が有効と考えた理由から 3つの指定のうち、どれが有効となったかを見なすこととする。 
全てのシナリオ終了後には、使用方法に指定がある場合(No.3)が、自由に使用した場合(No.2)に
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比べ、どれほど有効であったかについて、「自ら行った方(No.2)がとても有効」～「指定した方(No.3)
がとても有効」の 5 段階で簡易的なアンケートを行い、その理由について記述式で尋ねた。その
結果は、「指定した方がとても有効」が 1名、「指定した方が少し有効」が 5名、「どちらも変わら
ない」が 2名、「自ら行った方が少し有効」が 1名であった。またその理由として、以下の 2種類
の回答があった。 
(1) 使用時機に関しては、遅すぎると余裕が無くなり対応が難しくなる(この被験者は二船間距離
1.0 海里で通信を行い、最接近時に 0.45 海里まで接近した)ことから、あまり有効ではなかっ
た(1件)との回答があった。 
(2) 会話内容に関しては、相手船が避航船である(法的優先関係)ことを確認できた(2件)、相手船
への質問が無駄なくスムーズに行えた(4件)との回答があった。 
 
使用方法に関して最も大きな違いは、1 名の被験者が指定したように、通信を行う時機であっ
た。国際 VHF を自由に使用した場合(No.2)では 1 名以外の被験者全員が衝突のおそれ発生前ま
たは発生時に通信を行ったのに対し、国際 VHFを指定した方法で行う場合(No.3)では衝突のおそ
れ発生後に通信を行うよう指示した。但し、実際には 1 名以外の被験者は衝突のおそれ発生以後
と言っても、最も接近した被験者でも約 1.8海里の距離で通信を行っていた。 
このことから、十分に余裕のある、早い段階で通信を行うことで先述の主観的効果と外観的効
果を得られるが、あまりにも遅い段階で VHF通信を行うと、その効果は得られにくい、すなわち
国際 VHFの効果は使用するタイミング、方法によって異なると言える。 
第 2章では国際 VHFの使用に対する以下の指摘を紹介した。 
(1) 国際 VHF の使用は予防法等に従ってとった(とっている)動作を相手船に知らせることに限
定すべきである。 
(2) 以下の通信は有効となり得る。 
①避航船が衝突規則に従うために取っている動作を保持船に知らせること。 
②保持船が衝突規則に従うために避航船はどんな動作をとっているのか避航船に尋ねること。 
 
これらは衝突のおそれ発生以後、航法規定が適用されてから行う通信である。しかし、本実験の
結果を考慮すれば、衝突のおそれ発生前に、以後保持船となるであろう、避航船となるだろう船
舶同士が予め操船意図の確認を行っておくべきであると考えられる。 
また会話内容について、経験の浅い操船者と学生の内 4 名から対象船との通信がスムーズに行
えたという主旨の回答があり、さらに全実験終了後に行った自由記述式のアンケートでも、国際
VHFを使用した経験が少ない操船者は、そもそも何を話せばよいかわからないという主旨の回答
があった。このことも考慮すれば、一般的な会話内容を例示することや、状況に応じた会話内容
を訓練する等の対策が有効となるだろう。 
 
7. 結語 
衝突回避のために国際 VHFを使用する意図・目的、国際 VHFを用いた船舶間コミュニケーシ
ョンが操船者に及ぼす、他船の接近に対して感じる危険感等の主観的効果並びに二船の位置関係
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等の外観的効果を調べることを目的とし、シミュレータ実験を行った。その結果を以下に示す。 
(1) 操船経験のある実務者が、他船の接近に対して感じる精神的作業負担は、国際 VHF を使用
した場合、使用しない場合よりも低くなる傾向にあることがわかった。 
(2) 一方で操船経験のほとんどない学生にとっては、国際 VHF を使用することで、精神的作業
負担が大きくなることがわかった。これは、国際 VHF によって確認したまたは合意した行動
が中々とられなかったことが一つの要因として推測される。 
(3) 操船者は国際 VHF を使用することにより、使用しない場合よりも他船に近づく操船を行う
こと傾向にあることを把握した。 
(4) 国際 VHF を使用した場合、使用しない場合に比して他船に近づく操船を行ったとしても、
また学生にとっては精神的作業負担が大きくなったとしても、国際 VHF を使用した方が安全
であると認識する。 
(5) 熟練者ほど、接近する他船の操船者が自船を認識しているか確認するために、国際 VHF を
用いている。これは、熟練者ほど「見落とし」や「気付き遅れ」が常日頃発生していることを
認識しているからであると推測される。 
(6) 十分に余裕のある時機に行う通信では、一般的に衝突のおそれの発生時やそれ以前に行われ
ている。 
(7) 衝突のおそれ発生後に通信を行うことにより、衝突を避けるための動作を行う時機を逃し、
著しく接近する可能性がある。 
(8) 国際 VHFの使用経験が少ない操船者、特に学生は、国際 VHFの使用に際して「そもそも何
を話せば良いかわからない」と感じていることが分かった。したがって会話内容を例示するこ
とや、状況に応じた会話内容を訓練する等の対策が有効である。 
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第 5章 衝突予防に有効な国際 VHFの使用 
 
 これまでに、国際 VHFの使用上の問題点を整理し、実際にどのようなコミュニケーションが行
われているか調査した。その結果をふまえ、国際 VHFを使用することが、操船者に対してどのよ
うな効果、影響を及ぼすかをシミュレータ実験によって確認した。 
 そこで本章では今までのすべての調査、実験すべてをふまえ、国際 VHFの有効な使用法につい
て検討する。 
 
1. 有効な使用法の検討 
 操船者は航行中、他船との関係を推測し、安全な航行を行わなければならない。しかし、多く
の操船者は安全に航行するために必要な情報を、必要な時期に確かな精度で得られていない。そ
の不確かな情報を、できるだけ確かなものにするのが、船舶間コミュニケーションである。 
 国際 VHF の優れた点は汽笛による音響信号などの聴覚的コミュニケーション、信号旗による
旗流信号や灯火形象物等の視覚的コミュニケーションの大部分が簡潔、明解かつ一方的なコミュ
ニケーションであることに比べ、他船の操船者と多様な会話を行うことができ、さらには、その
内容に合意したことを確認できることである。但し、国際 VHFに比し、伝統的なコミュニケーシ
ョンが劣っているわけではない。 
すでに確立された数々の伝統的なコミュニケーション、例えば汽笛や旗旒信号によるものは、
一定の符号によって、操船意図等を伝え通ずる一方的なものである。したがって信号の誤認がな
い限り、情報は正確に伝達されるだろう。また、情報の伝達にあたり、他船の操船者に対して、
何らかの作業中断させることも要さない。さらに一度に多くの船舶に同時に伝えることができる。
しかし、国際 VHFは無線電話である。したがって、呼出・通信内容等において、錯誤・不正確さ
が大いにあり得る。伝達した内容も第 3 船にはわからない。使用時機に関しても、電話である以
上、他船の操船者に対して、作業を中断させることとなるから、熟慮しなければならない。国際
VHFは、ルールで定められた他のコミュニケーションを行った上で、それらの弱点を補うものと
して、あくまで、補助的に用いるべきである。 
 本章ではこれまでに挙げた問題点や東京湾での実態調査、シミュレータ実験で得られた知見を
ふまえ、衝突予防のための国際 VHFの有効な使用法について検討する。 
 
1.1 通信相手 
 呼出船と応答船の関係を検討するにあたり、航行中の船舶を操船余地の大きさという観点から
二分するとすれば、以下の 2種類となる。 
[A]保持船をはじめ、航路航行船や、一時的に速力を持たない停留している船舶など操船余地の小
さい、行動がより制限された船舶(但し、停留船に避航義務がないわけではない) 
[B]避航船をはじめ、航路を横断するなど他の船舶を避けなければならない船舶等、針路速力を大
幅に変更することが可能な操船余地の大きい船舶 
 
 第 3 章の実態調査では、[A]操船余地の小さい船舶から[B]操船余地の大きい船舶に対して行な
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われる通信が多いことを明らかにした。それぞれの船舶が行う通信に関しては以下のものが考え
られる。 
(1)[A]操船余地の小さい船舶から[B]操船余地の大きい船舶へ行う通信 
この場合には、操船余地の大きい船舶に対して、主に操船意図を尋ね、場合によっては航過方
法の合意を行う通信となる。このような通信の効果に関して、第 4章のシミュレータ実験では、
最も一般的な例として、横切り船のシナリオを用いて検証を行った。その結果、本来ならば他船
の接近に対して、保持しなければならない船舶が大きく針路を転じるなど回避的行動をとって
安全を担保しようとするところ、国際 VHFを用いて操船意図を確認することにより、他船の接
近に対するリスクを低くとらえ、そのような回避的行動を取る時期を遅らせる傾向にあること
を示した。したがって、国際 VHFを使用することで他船に近づく操船を行うこととなる。 
しかし、輻輳海域においては、航路航行船など針路の変更が容易でない場合や、他船に近づか
ざる得ない状況は多く発生する。そのような場合には国際 VHFを用いて接近する他船の操船意
図を確認することにより、その意図が不明なときに、安全に航過する上で必要とする二船間距離
ほどの長い距離は必要せずに航過できると考えられる。したがって、操船余地の少ない自船が他
船と接近せざるを得ない状況では、安全な航行のために国際 VHFを用いて当該他船の操船意図
を確認すべきである。 
 
(2)[B]操船余地が大きい船舶から[A]操船余地の小さい船舶へ行う通信 
 この場合には、操船余地の小さい船舶に対して、主に操船意図を伝送し、場合によっては航過
方法の合意を行う通信となる。第 3 章の実態調査では、以下に示すような他船の操船者にとっ
て予測しづらい針路速力の変更について、その意図を伝達する通信が見られた。 
①航路の途中から出、反航レーンを航行する船舶の船首、または船尾側を横切る場合に、その旨
を連絡する通信。 
②水先人を下船させるため、航路出口にて減速しようとする船舶が、後続の船舶にその旨を連絡
する通信。 
 
これらは行先信号や水先人が乗船していることを示す H 旗など国際信号旗によって、それぞ
れ航路の途中から出ること、水先人を下船させることは予測できるだろう。そのような有用なコ
ミュニケーションは既に確立されている。 
しかし、それだけでは自船の前後どちらを横切るかなど航過方法についてまで予測すること
は難しい。また航路外に出るための変針は、場合によっては二船が接近してから行うこととなる
ため、それまでに航路航行中の船舶が、十分に余裕のある時期に針路速力の大幅な変更により操
船意図を示すのは現実的でない。 
特に速力の変更については、注視していなければ気付きにくい上、変更には長い時間がかかる。
先ほど挙げた例においても、前方にある同航船の速力を全く注視していないとは考えにくいが、
速力の変化には一定の時間がかかることを考慮すれば、その変化に気付いた時には、既に接近し
てしまっているだろう。 
 これらのように操船者にとって予測しづらい、針路速力の変更を行う場合、その意図を伝える
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ことは、大橋の言葉を借りれば、今まで「推量の作用」によりなされていた「自船と他船の関係
把握」、また他船の操船者が自船に対して行う「動静の正しい識別」をより確かなものにするだ
ろう。すなわち衝突予防に有効となる。 
よって、以下に挙げる、他船の操船者が予測し難い、または気付きにくい針路速力の変更の際
には積極的に国際 VHFを用いて、その操船意図を伝達し、場合によっては航過方法の合意をす
べきである。 
①速力の変更を行おうとする場合(特に後続の船舶に対して) 
②航路等の制限により、十分に余裕のある時期に大幅な針路の変更によって、自船の意図を伝え
ることが難しい場合 
 
1.2 呼出方法 
 呼出における他船の識別の正確さは、英国やシンガポールの通達でも指摘されている通り非常
に重要であり、その不正確さは錯誤の原因となり得る。AIS が広く用いられるようになり、より
正確に他船を識別できるようになった現在でも例外ではない。 
他船の呼出はデジタル選択呼出により行われることは少なく、16chにおいて船名等を伝送する
ことによって行われる場合がほとんどである。AIS の搭載義務化によって正しい船名が把握でき
る機会は大幅に増加したが、それでも不正確性は残る。例えば船名の聞き間違いにより、予期し
た船舶とは別の船舶が応答する等の錯誤は大いに起こり得る。特に応答船に関しては、呼出に対
して自身が応答するまでの時間的制約の上で、呼出船を識別しなければならないことから、通信
相手を誤認する可能性は容易に考えられる。 
したがって、より正確な呼出を行うための、効果的な呼出方法並びに注意点を、第 3 章の実態
調査にて多く見られた呼出方法を参考にして、次のとおり提案する。 
(1) 呼出は通常、船名(本来は呼出符号)のみをもって行われるが、より正確な呼出を行うため、
船名のみだけでなく、船種、応答船の位置等、船舶を特定する情報を併せて、呼出を行う(但し、
船名が不明な場合には、応答船の針路、速力、灯浮標等の位置関係等を用いて行うこととなっ
ている)。このような方法はそれほど多くないが実際に行われている。 
 
〔例〕「浦賀水道航路中央 3番ブイ付近を北航中の○○丸、こちら××丸です」 
 
(2) 呼出の際に、応答船が自船を正しく識別できるよう、呼出船から見た自船の相対位置、船体
色、船種等の船舶を特定できる情報を確認する。このような確認は多く行われている。 
 
〔例〕「○○丸、こちらは貴船の右舷後方、青いコンテナ船の××丸です」 
 
(3) 16chにて、船名のみにより呼出を行った後、6chまたは 8chにて、自船が呼び出そうとした
船舶に間違いないことを、応答船の位置、船体色、船種等の船舶を特定できる情報によって改
めて確認する。この通信は大型船舶を先導するタグボート等によって多く行われていた。 
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〔例〕「○○丸、こちらは××丸」(チャンネル変更後)「○○丸、貴船は川崎航路を出航した自動車船
ですか？こちらは貴船の左舷前方の××丸です」 
 
1.3 通信内容 
 本節では通信の内容について、考慮または注意すべき事項を以下に挙げる。 
 
(1)伝送した操船意図・合意した航過方法(契約)の通り行動をとるよう努めること 
通信内容全体に言えることは、伝達した操船意図、また合意した航過方法(契約)の通り動作を
とる(履行する)よう努めなければならないということである。衝突海難裁判においては、国際
VHF を用いて行った合意について、成立するとした例や、無効であるとする例など双方の解釈
が存在するが、いずれにしても国際 VHFで確認した通りの行動を取らなければ、操船者にとっ
て混乱の要因となる。 
実際に国際 VHFを使用して合意した通りの行動を取らず、結果的に衝突事故となってしまう
ケースは起きている(18)。第 3 章の実態調査では、衝突海難に至らなかった場合でも、合意した
内容通りの行動がとられないケースが少なからずあることを明らかにした。 
 よって国際 VHFを用いた場合、双方の操船者は伝達した操船意図、合意した航過方法の通り
実行するよう努めなければならないし、実行できないような内容について伝達、合意すべきでな
い。 
 
(2)合意する航過方法は予防法等の規則を満たすものであること 
また最も重要なことは、合意内容は予防法等の規則を満たすものでなければならないというこ
とである。国際 VHF において合意した航過方法が予防法等に定められた航過方法に優先するこ
とはない。但し、航法が適用される、すなわち衝突のおそれ発生前に通信を行い早めに衝突を避
ける、いわゆる先行避航については、そのような問題はない。他の船舶の進行方向から離れる針
路の変更は、もし、それが十分な時期に行われるならば、通常、最も安全な操船だろう。そのよ
うな操船は、たとえ早すぎたとしても、衝突に寄与することはほとんどない(17)。国際 VHF を使
用することにより、衝突を避けるための動作を行う時機が早まったとしたら、それは当然有効な
通信であったと言えよう。 
 
(3)同航の場合の通信には特に習熟が必要であること 
輻輳海域において、反航船、横切り船に対してよりも、同航船に対する通信の方が複雑である。
同航の場合には、他に比べ、避航合意ばかりでなく注意喚起や協力動作の要請などが多い。例え
ば航路内で自船との二船間距離を拡げるよう求めたり、航路入航前、出航後に変針、減速するこ
とから後続の船舶に接近しないよう注意を喚起したりするなど、「左舷対左舷」や「先にどうぞ」
など一定の語句を用いる避航合意よりも複雑な通信が多い。 
特に航路の屈曲部では、操船者の許容できないほど危険な状態が発生しており(34)、衝突事故
も発生している。航路出口付近でも行先によって、転舵の方向は大きく異なる。 
したがって、航路内の屈曲部、または航路入航前、航路出航後に針路速力の変更を行う場合に
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はその意図を伝達し、必要があれば追越し舷を伝えるなど航過方法を合意すべきである。 
特にその動作を同航する他船と同時に行う場合には、操船意図並びに動作をとるタイミング
について、お互いに確認することで著しく接近することを避ける必要がある。動作のタイミング
は切迫した状況では非常に重要であり、特に操縦性能の劣る船舶については、わずかな操作タイ
ミングの遅れが事故につながる(34)からだ。 
また同航の場合には相対速力が小さいことから、例えば追越しの避航合意を行っても実際に
追い越すまでには時間がかかる。したがって周囲の状況の変化が起こり得る。合意した内容に変
更が迫られた際には、再度通信を行うことも必要となるだろう。 
 
 比較的簡便な言葉を用いて操船意図の伝達、航過方法を合意できる横切り船、反航船よりも、
同航船に向けて行う通信内容について、一般的なコミュニケーションの例を示すことは、特に経
験の浅い操船者や海域に不慣れな操船者にとって、衝突予防に有効となると考えられる。英語を
用いて行うコミュニケーションも同様である。第 3 章で改善されるべき例として挙げた 3 つの英
語で行われた通信例は全て同航する他船に向けて行われたものである。海事英語の性質上、多少
の文法上の誤用があっても通じる(文脈依存性が高く、文法等の規範逸脱に対する許容度が高い)
ことが多いとしても、正しい英語、しいては IMO Standard Marine Communication Phraseを
用いるべきである。誤用の多い英語では、より高度な内容を伝達する必要が出たときに対応でき
ない。 
 ここで第 3章の実態調査にて見られた、同航船に対して行う通信の例を挙げる。 
(1)航路入航前に付近の同航船へ針路速力の変更を伝え、航過入航順について合意する。 
 
呼出船: （前略）I understand you will overtake my port side. 
応答船: Yes, I will overtake your port side. I will have a pilot 5 minutes ahead of you. So 
now I am just changing course to port.（後略） 
 
(2)航路出口にて進路が交差することの無いよう、航路入航前に付近の同航船に対して、航路内を
どちら寄りに航行するか尋ねる。 
 
呼出船: （前略）Which side of the fairway will you keep? 
応答船: I will keep to the starboard side of the fairway.（後略） 
 
(3)航路屈曲部において、同航する 2船が同時に変針する場合、変針のタイミングについて打ち合
わせ、著しく接近することとならないよう、注意喚起を行う。 
 
呼出船: （前略）Will you alter course to starboard? Now I will change course to starboard. 
応答船: Yes. I am now changing course to starboard.（後略） 
 
(4)航路出航前に付近の同航船へ針路速力の変更を伝え、航路出口において進路が交差することと
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ならないよう、注意喚起をおこなう。 
 
呼出船: （前略）I will reduce my speed. So overtake my port side. 
応答船: Understood you will reduce your speed. I will overtake your port side.（後略） 
 
1.4 使用時機 
英海事裁判所が国際 VHF の使用が貴重な時間を失うことの危険性を警告しているように、国
際 VHF使用する時間、時機についても大いに考慮しなければならない。衝突のおそれの発生時機
について具体的に示すことができないように、通信を行うべき時機について二船間距離や TCPA
などによってあらわすことは難しい。第 3章の実態調査では、7割の通信が TCPA3～9分の段階
で行われていた。これらは 1つの目安となるかもしれない。 
国際 VHF 通信を用いて航過方法の合意を行うことについて、航法の適用に関連して大別すれ
ば、以下の 2通りとなる。 
(1)衝突のおそれ発生前に、すなわち航法が適用される前に、衝突を避けるための動作をとってし
まう、いわゆる先行避航を行う場合。 
(2)衝突のおそれの発生後、航法に従って衝突を避けるための動作をとる場合。 
 
(1)の先行避航を行う場合には、衝突のおそれ発生前に衝突のおそれを避けるための動作をとる
ことになる。したがって一般的に(2)のような場合よりも二船間距離が離れた段階で通信を行うも
のと考えられる。第 3章の実態調査では、先行避航を目的とした通信がどれほどあるかについて、
言及できていないが、二船間距離 3 海里以上の時点で行われた通信は少なからず存在することか
ら、先行避航のために行う通信は決して少なくないと言える。 
 (2)の衝突のおそれ前後に通信を行い、適用される航法に則った行動を取る場合について、さら
に通信時機の違いによって通信を以下の 2種類に大別する。 
①通信により伝達、合意した行動を、通信後すぐにとる場合。切迫した危険のある状況で行う通
信とする。 
②通信により伝達、合意した行動を、通信後から数分以上の余裕をもってとる場合。十分に余裕
のある時機に行う通信とする。 
 
 第 4 章のシミュレータ実験では、主に②の状況においてシミュレーションを行った。実験結果
から考察すれば、このような十分に余裕のある状況では、先述の通りできるだけ早い段階で、具
体的には衝突のおそれ発生前に行うことが望ましいと言える。なぜなら切迫した状況で行う通信
は、十分に余裕のある時期に行うべき衝突を避けるための動作をとる機会を逃すからである。ま
た合意内容はできるだけ早く履行すべきであるとも言えるだろう。第 3 船の出現等、周囲の状況
が変化することにより、合意した内容と異なった行動を取ることは防がなければならない。 
 
2. 使用に関して注意すべき事項 
 国際 VHFの使用は海上衝突予防において、第 5条(見張り)の一部、つまり目視による見張りを
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補う他の手段であると考えられている。そこでレーダーなど目視による見張りを補う航海計器の
使用上の注意を準用できると考えられる。 
(1)特に経験の浅い航海士などは、国際 VHF の使用など目視による見張りが一時中断されるよう
なタスクを行う場合、不十分な周囲の状況認識の下で実行する(37)。したがって、国際 VHFを使
用する前に、十分な目視による見張りを行わなければならない。 
(2)国際 VHF の使用など見張り以外の作業を並行して実施すると、他船は存在しないと思い込ん
だり、他船に気付いても動静を正しく識別しない場合がある(38)。したがって国際 VHFを使用す
る際にも、より一層見張りに注力する必要がある。 
 
また第 4 章のシミュレータ実験では、操船者が国際 VHF において通信を行うことによって、
通信を行わなかった場合よりも、他船の接近に対して感じる危機感(精神的作業負担)が低くなる、
すなわち接近する他船に対するリスクを低く見積もることを確認した。また、その結果通信を行
わない場合よりも他船に近づく操船をおこなうことも明らかにした。 
しかし、注意しなければならないのは、すべての船舶が伝達、合意した通りの行動を取るとは
限らないということである。過去に国際 VHFにより伝達または合意した行動を取らず、結果的に
衝突海難に至った事故はいくつもある。今回の実態調査でも、そのような状況が見られたことか
ら、少なくない船舶が伝達または合意した行動を取ることがあることは予想できる。したがって、
通信を行った船舶に対しても系統的な観察を怠らないなど、十分に注意して航行しなければなら
ない。 
 国際 VHF を用いて交換された情報は通信を行った 2 船しか得ることができない。したがって
16chの聴取に加え、船舶間通信が最も多い 6chも聴取し、その情報を得ることは、自船が他船に
対して行う動静把握をより正確なものとするだろう。すなわち有効である。 
 
3. 国際 VHFの有効な使用例 
 前節までに、国際 VHFの有効な使用法について、検討を行った。そこで本節では、東京湾を航
行する船舶を例に、以下のとおり行うべきコミュニケーションを例示する。例示にあたって、特
に航路等の制限により、開けた海域で行う避航合意などよりも、複雑となるコミュニケーション
に焦点を当て提案した。それぞれの図には自船の航跡を青色で、他船の航跡を赤色で示す。 
 
3.1 東京湾外から京浜港東京区・千葉港向け 
①同航船との避航合意・協力動作の要請(浦賀水道航路中央 1番ブイ南側) 
航路入口付近での入航順の調整、またパイロットステーションが存在することから、針路速力
の大幅な変更が行われる場合がある。そのことを留意し、航過方法の合意、場合によっては二船
間距離を保つよう協力動作の要請を行う。またその際、航路出口において進路が交差することと
ならないよう、他船の行先を尋ね、航路の左右どちら寄りに航行するか確認する。自船が針路速
力の大幅な変更を行う場合には、その意図を伝え、航過方法の合意・協力動作の要請を行う。 
②航路屈曲部での注意喚起(浦賀水道航路中央 2番ブイ付近、中ノ瀬航路入口付近) 
航路の屈曲部で並航する場合、ほぼ同時に変針することとなる。特に自船が同航路内の東寄り
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を航行する場合には、同航船に対して変針の意志があることを確認する。 
③航路横断船との避航合意(航路内航行中) 
航路を横断し、自船の前後を横切ろうとする船舶に対しては、自船が航路航行義務により針路
速力の変更が容易でないことを考慮し、予めその意図を尋ね、航過方法の合意を行う。 
④航路出口付近での横切り(木更津港沖灯標) 
中ノ瀬出航後は木更津航路、富津航路、中ノ瀬西側海域からの横切りに注意し、必要があれば
航過方法の合意を行う。なお、その際行先情報を伝達する。 
 
 
3.2 東京湾外から横須賀港または京浜港横浜区向け 
①～③上記と同じ 
④航路または交通流の横断(浦賀水道航路中央 5番ブイ付近、中ノ瀬西側海域) 
東京湾外から横須賀港に向かう場合、南航レーンを横断することとなる。その際、浦賀水道航
路を航行する南航船と衝突のおそれがある場合には、当該南航船と接近することを考慮し、自船
の行先並びに左転する旨を示し、航過方法の合意を行う。 
 
①
②
③
④
京浜港
東京区
京浜港
川崎区
京浜港
横浜区
木更津港
千葉港
横須賀港
 
図 5-1 コミュニケーションの例Ⅰ 
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3.3 京浜港東京区・千葉港から東京湾外向け 
①水路等での同時変針(東京湾アクアライン東水路付近) 
 東京区から湾外に向けて出航する場合、東京湾アクアライン東水路入口にて、同水路の入航の
ため、同航船と同時機に変針を行う場合がある。その場合には、3.1の③屈曲部での注意喚起と
同様、変針の意志があることを尋ね、また伝達する。 
②自船の意図告知(中ノ瀬西側海域) 
 中ノ瀬西側海域を航行し、浦賀水道航路に入航しようとする南航船は、入航順の調整並びに京
浜港横浜区等からの船舶の合流により減速する場合がある。減速しようとする場合には、その意
図を予め後続の船舶へ伝える。 
③航路横断船との避航合意(航路内航行中) 
航路を横断しようとする船舶、特に横須賀港に入港しようとする船舶に対して、自船が航路航
行義務により針路速力の変更が容易でないことを考慮し、予めその意図を尋ね、航過方法の合意
を行う。 
④自船の意図告知(浦賀水道航路中央 1番ブイ南側) 
水先人を乗船させている南航船は、浦賀水道航路を出航しようとするとき、当該水先人を下船
させるため、針路速力を大幅に変更する場合がある。このような場合には、その意図を後続の船
①
②
③
④
京浜港
東京区
京浜港
川崎区
京浜港
横浜区
木更津港
千葉港
横須賀港
 
図 5-2 コミュニケーションの例Ⅱ 
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舶に対して伝達し、場合によっては航過方法の合意を行うべきである。 
 
 
 
4. 海難防止に向けて 
本研究では国際 VHF を用いて衝突を防止するには、いかに国際 VHF を用いるべきか検討し
た。これまでに行った実態調査、検証実験等をもとに、本章では行うべきコミュニケーションと、
国際 VHFの使用上の注意点を示した。また例として東京湾を航行する船舶が、行うべきコミュニ
ケーションについて示した。 
海難を防止するには、これらの提案したコミュニケーションを、実際に操船者が行うことがで
きるよう、分かり易く示すことが有効であると考える。そこで、衝突を防止するために行うべき
国際 VHFを用いたコミュニケーションについて示した「衝突予防のための国際 VHFの使用ガイ
ドライン」を策定した。同ガイドラインは巻末の資料 1に示す。 
航海計器は日々進化している。例えば近年開発され普及した AIS が国際 VHF によるコミュニ
ケーションを変化させたように、新しい機器の登場によりコミュニケーションの方法はこれから
も変化していくだろう。新しいコミュニケーション手段はデジタル化された言語コミュニケーシ
ョンによるものかもしれない。しかし、便利に文字情報を伝えられる電子メールが発達した現在
でも電話によるコミュニケーションがなくならないように、どのコミュニケーションも完全なも
①
②
③
④
京浜港
東京区
京浜港
川崎区
京浜港
横浜区
木更津港
千葉港
横須賀港
 
図 5-3 コミュニケーションの例Ⅲ 
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のとは成り難い。その不足分を補うものとして、アナログな国際 VHFを用いるべきである。国際
VHFは今後も使われ続けるだろう。 
国際 VHFの使用に関して、これまでに挙げた通り、使用上の問題はあるもの実際に多用されて
いる。衝突予防に有効な国際 VHFの使用法について、国として具体的な指針を示すべきであり、
本研究が指針の策定に向けて、議論の一助となれば幸いである。 
 
5. 結語 
本章ではこれまでのすべての調査、実験すべてをふまえ、国際 VHFの有効な使用法について検
討した。その結果を以下に示す。 
(1) 国際 VHF の使用は、規則に定められた他のコミュニケーションを不足なく行った上で、そ
の弱点を補うよう、補助的に用いる。 
(2) 他のコミュニケーションに比べ、国際 VHF の優位な点は、操船意図を予め伝送できること
である。そのことを考慮し、以下の場面では積極的に用いる。 
①航路等の制限により、他船と接近せざるを得ない状況となるが、十分に余裕のある時期に大幅
に針路速力を変更するなどして自船の意図を伝達しにくい場合 
②同じく他船と接近せざるを得ない状況となるため、当該他船の意図が不明な場合 
(3) 相対的に操船余地の小さい船舶は前項②のような状況において他船の操船意図を尋ね、必要
があれば航過方法を合意することが望ましい。そのような通信により、本来安全を担保するため
に必要とした回避的動作を行うことなく、効率的な運航ができる。 
(4) 相対的に操船余地の大きい船舶は前項①のような状況において自船の意図を伝送し、必要が
あれば航過方法の合意を行うことが望ましい。そのような通信は、他船が自船に対して行う「動
静の識別」をより正確なものとする。 
(5) 船舶は伝送した意図の通り行動をとるよう努めなければならない。伝送した内容と異なった
行動をとることは、混乱の原因となる。 
(6) 合意しようとする航過方法は予防法等の規則に則るものでなければならない。但し先行避航
を行うための通信についてはこの限りでない。 
(7) 特に経験の浅い航海士などは、国際 VHF の使用など目視による見張りが一時中断されるよ
うなタスクを行う場合、不十分な周囲の状況認識の下で実行する。したがって、国際 VHFを使
用する前に、十分な目視による見張りを行わなければならない。 
(8) 国際 VHF の使用など見張り以外の作業を並行して実施すると、他船は存在しないと思い込
んだり、他船に気付いても動静を正しく識別しない場合がある。したがって国際 VHFを使用す
る際にも、より一層見張りに注力する必要がある。 
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第 6章 結論 
 
本研究では衝突予防に有効な国際 VHF の使用法について検討するため、まず様々な文献を調
査し、国際 VHFを使用する上で問題となる事柄を整理した。次に国際 VHFを用いたコミュニケ
ーションの実態を把握するため、世界的に見ても有数の輻輳海域である東京湾において、国際
VHF通信を聴取し、いくつかの特徴を把握した。さらに、その特徴に応じて、国際 VHFを用い
たコミュニケーションが操船者に与える効果・影響を解明するため、操船シミュレータによって
検証実験を行った。 
これらの結果をもとに、衝突予防に有効な国際 VHFの使用法について検討し、使用指針を策定
した。 
以下に本研究で得られた主要な結論と今後取り組むべき課題について述べる。 
 
第1章では、衝突海難の現状と衝突海難における操船者の情報処理上の問題点を述べ、国際VHF
を用いた船舶間コミュニケーションが事故防止に有効となり得ることを説明した。そして本研究
の意義及び目的について述べた。 
 
第 2 章では、衝突予防に国際 VHF を用いる上で問題となる事柄を整理するため、先行研究を
もとに、国際 VHFの使用に対する各国の態度、取り組みについて調査し、次の結論を得た。 
(1) 衝突回避のための国際 VHF の使用に対しては各国間、特に米国と英国の間で意見が大きく
異なる。 
(2) 英海事裁判所は操船者が互いに安全に航過することを助けるために国際 VHF に頼ろうとす
る危険に警告するなど国際 VHFの使用には否定的な立場をとっている。 
(3) 一方、アメリカは、無線電話の単なる所有は、使用されないのなら明らかに意味のないこと
であるという主旨から船橋間無線電話法を定めている。裁判では事故を防ぐために国際 VHF
を役立てなかったことに責任を求めるなど国際 VHF の使用に関して肯定的な立場をとってい
る。 
(4) 日本では国際 VHFの使用に関するルールはないものの、各官庁、団体は国際 VHFを用いた
船舶間コミュニケーションの促進を謳うなど、国際 VHF の使用に関して、肯定的な立場であ
ると考えられる。 
(5) 衝突回避のために国際 VHFを使用する上で、問題となる事柄を次の通り整理した。 
①他船の識別とには不確実性があり得る。視界制限状態や周囲に 2船以上存在する場合、より
正確な識別が必要となるが、その正確性は保証されていない。 
②正確な識別が行われたとしても、言語に起因する誤解が起こる可能性がある。不正確な、ま
た曖昧に交わされた通信はより深刻な結果を導く。 
③国際 VHF を用いて航過方法を合意する場合、予防法等の規定を遵守しなければならない。
したがって衝突のおそれ発生以降、規定に従わない航過方法の合意を行ってはならない。 
④国際 VHF による会話は貴重な時間を失わせ、予防法等に従うことから気を散らし、そして
混乱を起こす結果となる。 
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⑤他船の船長が自身と同一語を話すとしても、国際 VHFの使用は混乱の原因となる。 
(6) 国際 VHF の使用に否定的な英海事裁判所は、情報交換が安全な航行に役立ったケースに気
付いていないと指摘されている。また、以下の通信は有効となり得ると考えられている。 
①避航船が衝突規則に従うために取っている動作を保持船に知らせること。 
②保持船が衝突規則に従うために避航船はどんな動作をとっているのか避航船に尋ねること。 
 
第 3章では、国際 VHFを用いた船舶間コミュニケーションの実態を把握するため、国際 VHF
通信の聴取を行った。その結果をもとに、通信の特徴を把握し、国際 VHFの有効性を考察した。
また、国際 VHF通信の改善すべき点について示した。その結果を以下に示す。 
(1) 東京湾で行われる多くの国際 VHF 通信は、相対的に操船余地が少ない、行動に制限のある
船舶が呼出側となり開始されるものが多い。 
(2) 避航合意のみを行う通信は少なく、多くの通信では自船の意図告知、他船の動静把握を併せ
て行っていた。また、自船の意図告知や他船の動静把握は「行先情報」によるものが多かった。
その理由は東京湾においては、他船の行先情報を得ることで、当該他船の行動を予測できる場
合が多いためと考えられる。 
(3) 操船者の情報処理システムから考えれば、多くの通信では、「適切な避航法を決定」する段階
ではなく、「動静を識別」する段階で行われていたと言える。汽笛を用いた操船信号など他のコ
ミュニケーション手段は、「適切な避航法を決定」してから、その操船を行う時点で用いるもの
であり、それらは「動静を識別」する段階で用いることは難しい。したがって国際 VHF を使
用することが、他のコミュニケーション手段に比し優位となる点は、航過方法の合意よりも、
むしろその合意に至る上で必要とする情報を交換できる点にあると言える。 
(4) 特に、他船の操船者にとって気付きにくい速力の変更を行う場合や、航路等の制限により他
船と接近せざるを得ないが、大幅な針路の変更によって自船の意図を示すことが難しい場合に
国際 VHF を用いて、その意図を示すことは、他船が自船に対して行う動静把握を寄り一層正
しいものとするだろう。 
(5) 「先にどうぞ」や「左舷対左舷」等の語句を用いて避航合意を行う、反航・横切りの場合に
比べ、同航の場合に行う通信は複雑である。同航の場合には、位置関係についての通信、いわ
ゆる位置取りのための通信が多く、航過方法の合意に加えて、さらに協力動作を依頼するよう
な通信も見られた。 
(6) 英語による通信では、日本語に比べ、意思疎通が完全に行われていないものが見られた。特
に、同航の場合には、質問の意図が上手く伝わらず、意図した回答が得られていない通信がい
くつか見られた。 
(7) 特に通信内容の複雑な同航の場合の通信については、一般的なコミュニケーション例を予め
検討しておくことは、経験の浅い操船者や海域に不慣れな操船者にとって有効であると考えら
れる。それらは英語による通信の場合には、質問の意図が伝わらない場面がいくつも見られた。
よって正しい英語による通信例を示すことが有効となると考えられる。 
 
第 4章では、衝突回避のために国際 VHFを使用する意図・目的、国際 VHFを用いた船舶間コ
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ミュニケーションが操船者に及ぼす、他船の接近に対して感じる危険感等の主観的効果並びに二
船の位置関係等の外観的効果を調べることを目的とし、シミュレータ実験を行った。その結果を
以下に示す。 
(1) 操船経験のある実務者が、他船の接近に対して感じる精神的作業負担は、国際 VHF を使用
した場合、使用しない場合よりも低くなる傾向にあることがわかった。 
(2) 一方で操船経験のほとんどない学生にとっては、国際 VHF を使用することで、精神的作業
負担が大きくなることがわかった。これは、国際 VHF によって確認したまたは合意した行動
が中々とられなかったことが一つの要因として推測される。 
(3) 操船者は国際 VHF を使用することにより、使用しない場合よりも他船に近づく操船を行う
こと傾向にあることを把握した。 
(4) 国際 VHF を使用した場合、使用しない場合に比して他船に近づく操船を行ったとしても、
また学生にとっては精神的作業負担が大きくなったとしても、国際 VHF を使用した方が安全
であると認識する。 
(5) 熟練者ほど、接近する他船の操船者が自船を認識しているか確認するために、国際 VHF を
用いている。これは、熟練者ほど「見落とし」や「気付き遅れ」が常日頃発生していることを
認識しているからであると推測される。 
(6) 十分に余裕のある時機に行う通信では、一般的に衝突のおそれの発生時やそれ以前に行われ
ている。 
(7) 衝突のおそれ発生後に通信を行うことにより、衝突を避けるための動作を行う時機を逃し、
著しく接近する可能性がある。 
(8) 国際 VHFの使用経験が少ない操船者、特に学生は、国際 VHFの使用に際して「そもそも何
を話せば良いかわからない」と感じていることが分かった。したがって会話内容を例示するこ
とや、状況に応じた会話内容を訓練する等の対策が有効である。 
 
第 5 章では、これまでのすべての調査、実験すべてをふまえ、国際 VHF の有効な使用法につい
て検討した。その結果を以下に示す。 
(1) 国際 VHF の使用は、規則に定められた他のコミュニケーションを不足なく行った上で、そ
の弱点を補うよう、補助的に用いる。 
(2) 他のコミュニケーションに比べ、国際 VHF の優位な点は、操船意図を予め伝送できること
である。そのことを考慮し、以下の場面では積極的に用いる。 
①航路等の制限により、他船と接近せざるを得ない状況となるが、十分に余裕のある時期に大幅
に針路速力を変更するなどして自船の意図を伝達しにくい場合 
②同じく他船と接近せざるを得ない状況となるため、当該他船の意図が不明な場合 
(3) 相対的に操船余地の小さい船舶は前項②のような状況において他船の操船意図を尋ね、必要
があれば航過方法を合意することが望ましい。そのような通信により、本来安全を担保するた
めに必要とした回避的動作を行うことなく、効率的な運航ができる。 
(4) 相対的に操船余地の大きい船舶は前々項①のような状況において自船の意図を伝送し、必要
があれば航過方法の合意を行うことが望ましい。そのような通信は、他船が自船に対して行う
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「動静の識別」をより正確なものとする。 
(5) 船舶は伝送した意図の通り行動をとるよう努めなければならない。伝送した内容と異なった
行動をとることは、混乱の原因となる。 
(6) 合意しようとする航過方法は予防法等の規則に則るものでなければならない。但し先行避航
を行うための通信についてはこの限りでない。 
(7) 特に経験の浅い航海士などは、国際 VHF の使用など目視による見張りが一時中断されるよ
うなタスクを行う場合、不十分な周囲の状況認識の下で実行する。したがって、国際 VHF を
使用する前に、十分な目視による見張りを行わなければならない。 
(8) 国際 VHF の使用など見張り以外の作業を並行して実施すると、他船は存在しないと思い込
んだり、他船に気付いても動静を正しく識別しない場合がある。したがって国際 VHF を使用
する際にも、より一層見張りに注力する必要がある。 
 
第 6章では本研究で得られた成果を総括するとともに、今後取り組む課題について述べた。 
 
  
70 
 
謝辞 
 
 平成 24年 10月に研究室へ配属となり、以降、本論文をまとめるまでの長期間に亘り、多く
の方々からご指導と励ましを頂いたことに感謝を申し上げます。 
 東京海洋大学、海事システム工学部門、竹本孝弘教授には研究の細部に亘りご指導と激励を賜
りました。ここに心より感謝の意を表します。 
 東京海洋大学、海事システム工学部門、田丸人意准教授、榧野純准教授には本論文をご精読頂
き有用なコメントを頂きました。感謝の意を表します。 
 東京海洋大学、海事システム工学部門、西崎ちひろ助教授には研究についてご指導と激励を頂
きました。ここに謝意を表します。 
 第 3章での実態調査で用いたデータは、雨宮俊平先輩、長田一隆さん、佐藤択哉さんのご協力
のもと取得できたものです。心より感謝いたします。 
 第 4章でのシミュレータ実験で得られたデータ解析は、本学操船システム研究室、佐々木和也
さん、高関怜さん製作のソフトウェアにより行いました。多大なご援助を頂き、厚く御礼申し上
げます。また、被験者としてご参加いただいた、先生方、同期、後輩の皆様に感謝いたします。
本当にありがとうございました。 
  
71 
 
参考文献 
 
第 1章 
(1)内閣府：平成 27年度交通安全白書，2015 
(2)狩野広之：不注意物語，労働科学研究所出版部，1957 
(3)大橋信夫：心理学からみた衝突海難における操船情報処理上の問題点，法社会学，Vol.34，
pp.102-106，1982 
(4)竹本孝弘・岩崎裕行・古庄雅生・阪本義治：操船者の情報処理システムに基づく避航行動，
日本航海学会論文集，Vol.120，pp.35-43，2009 
(5)日本経済団体連合会：2015年度 新卒採用に関するアンケート調査結果の概要，2016 
(6)杉浦昭典・中畑耕作：船舶信号，海文堂，pp.2，1979 
(7)徳田迪夫：VHFによる 2船間の対話を，航海，Vol.34，pp.64-66，1971 
 
第 2章 
(8)脇田礼三・藤原紗衣子・藤本昌志：国際 VHF無線電話と航法の関係についての一考察，日本
航海学会論文集，Vol.131，pp.26-27，2014 
(9)総務省総合通信基盤局：海上における船舶のための共通通信システムの在り方及び普及促進
に関する検討会報告書，2009 
(10)霜田一将・鈴木治・吉田南穂子・木村琢：小型船舶への無線電話の搭載と大型船との通信に
関する考察-船舶共通通信システム導入後の現状-，日本航海学会論文集，Vol.129，pp.67-
77，2013 
(11)全日本船舶職員協会：VHF英会話パンフレット(改訂版) 
(12)全日本会員組合：海員だより，15741号，2015 
(13)和田啓史：海上衝突予防法(1972年国際海上衝突予防規則)の避航規定に違反する VHF合意
の妥当性，日本船長協会誌「船長」，Vol132, pp.27-49, 2015 
(14)Maritime Coastguard Agency：Dangers in the Use of VHF Radio in Collision 
Avoidance，MARINE GUIDANCE NOTE，MGN167(M+F)，2001 
72 
 
(15)Maritime and Port Authority of Singapore：Caution on the Use of VHF Radio in 
Collision Avoidance，PORT MARINE CIRCULAR，NO 18 of 2005，2005 
(16)British Shipping Laws：Marsden collisions at sea 13th Edi.，Sweet & Maxwell，
pp.212，2003 
(17)A.N.Cockcroft・J.N.F.Lameijer：A Guide to the Collison Avoidance Rules 7th Edi.，
Butterworth Heinemann，pp.28，2012 
(18)国土交通省運輸安全委員会：運輸安全委員会年報 2015，pp.117，2015 
 
第 3章 
(19)林祐司・若林伸和・南里崇史・和気博嗣：航海情報のデータベース化とその検索・表示方法
についての研究，日本航海学会論文集，Vol.94，pp.249-255，1996 
(20)清水谷龍・河口信義：動的航海情報の定量化に関する研究-視界良好時の他船(一隻)避航問題
-，人間工学，Vol.38，pp.152-161，2002 
(21)乾宣行・西村知久・小林弘明：避航操船における操船情報と操船者行動の関係，日本航海学
会論文集，Vol.113，pp.9-15，2005 
(22)藤江晋平・堀晶彦・奥田成幸・新井康夫：操船者からみた AISの利用について，日本航海学
会論文集，Vol.121，pp.103-109，2009 
(23)髙木直之・内田洋子：日本人 VTS英語の誤用分析と効果的学習法の提案，日本航海学会論
文集，Vol.129，pp.39-43，2013 
 
第 4章 
(24)海難審判庁：貨物船アリゲータビクトリイ貨物船キョウワハイビスカス衝突事件，海難審判
庁裁決録，平成 11年横審第 35号，1999 
(25)瀬田広明・小野太津也・矢野雄基・鈴木治：VHF無線電話通信から見た伊勢湾の海上交通
状況，日本航海学会論文集，Vol.121，pp.71，2003 
(26)日本認知心理学会：現代の認知心理学 4 注意と安全，北大字書房，pp.166-185，2011 
(27)福地信義・篠田岳思・小野隆弘：緊張ストレス環境における海洋事故の状態遷移と安全性評
価 (その 1)緊張ストレスと心拍変動，日本造船学会論文集，Vol.188，pp.465-478，2000 
73 
 
(28)松本 宏之：海上衝突予防法上の「衝突のおそれ」に関する一考察 : 航法における法適用時
機を中心に，日本航海学会論文集，Vol.90，pp.331-381，1994 
(29)渕真輝・藤本昌志・臼井伸之介・岩崎裕行：保持船の動作判断時機について，日本航海学会
論文集，Vol.119，pp.137-143，2008 
(30)井上欣三・久保野雅敬・宮坂真人・原大地：危険の切迫に対して操船者が感じる危険感の定
量化モデル，日本航海学会論文集，Vol.98，pp.235-245，1998 
(31)原潔：輻輳海域における避航操船基準の有効性，日本航海学会論文集，Vol.85，pp.33-40，
1991 
(32)西崎ちひろ・伊藤博子・竹本孝弘：操船者の見張り作業におけるエラーモードの検討，日本
航海学会論文集，Vol.132，pp.105-113，2015 
(33)芳賀繁：リスク・ホメオスタシス説 論争史の解説と展望，交通心理学研究，Vol.9(1)，
pp.1-10，1993 
(34)芳賀繁：安全技術では事故を減らせない-リスク補償行動とホメオスタシス理論-，電子情報
通信学会技術研究報告. SSS, 安全性,Vol.109(151)，pp.9-11，2009 
 
第 5章 
(35)瀬田広明・大木未来・臼井英夫・酒出昌寿：三大湾の海上交通解析－AIS搭載船の操船困難
度評価－，日本航海学会論文集，Vol.123，pp.13-19，2010 
(36)小林弘明・濱田俊秀・片岡高志：操船シミュレータによる海難の事故分析に関する研究 第
拾雄洋丸とパシフィック・アレス衝突事件について，日本航海学会論文集，Vol.98，pp.151-
159，1998 
(37)伊藤耕二・小林弘明：単独操船における経験の浅い航海士の行動特性の分析，日本航海学会
論文集，Vol.126，pp.1-9，2012 
(38)竹本孝弘：ヒューマンエラーの特徴に基づく衝突海難防止に関する研究，神戸大学博士論
文，pp.103-110，2009 
その他 
(39)藤崎道好：1972年国際海上衝突予防規則の解説，成山堂書店，1977 
(40)長澤有恒：メンタルワークロード (MWL) に関する雑感，人間工学，Vol.29，No.6，
pp.336-338，1993 
74 
 
(41)長町三生：安全管理の人間工学，海文堂，1995 
(42)日本海難防止協会：【特集】東京湾における船舶の航行安全，海と安全，Vol.524，2005 
(43)三浦利章・原田悦子：事故と安全の心理学 リスクとヒューマンエラー，東京大学出版会，
2007 
(44)福地信義：ヒューマンエラーに基づく海洋事故‐信頼性解析とリスク評価‐，海文堂，2007 
(45)川崎真人・田中賢司・杉田和巳：【新版】英和対訳 IMO標準海事通信用語集，成山堂書店，
2008 
(46)井上欣三：海の安全管理学－操船リスクアナリシス・予防安全の科学的技法－，成山堂書
店，2008 
(47)日本認知心理学会：認知心理学ハンドブック，有斐閣，2013 
(48)鈴木治：船舶通信の基礎知識(改訂版)，成山堂書店，2013 
(49)日本海難防止協会：【特集】入出港支援におけるコミュニケーション，海と安全，Vol.567，
2015 
  
75 
 
資料 
 
資料 1 衝突予防のための国際 VHF使用ガイドライン 
 
本研究で得られた結果により、衝突予防のための国際 VHF の使用法について以下の通り検討
した。また国際 VHFを使用する際の注意点も併せてまとめた。以下参考にされたい。 
 
1. 衝突予防のための国際 VHFの使用法 
(1)呼出は船舶を特定できる情報を併せて伝送する 
 他船を呼び出す際、自他船の船種、船体色、位置等、お互いが正しく識別できる情報を併せて
伝送し、応答した船舶が、自身が通信を行おうとした船舶であることを確認する。 
(2)通信はできる限り十分に余裕のある時期に行う 
通信は衝突を避けるための動作をとる機会を逃すことの無いよう、十分に余裕のある時期に
行うべきである。 
(3)通信には Standard Marine Communication Phrase を使用する 
英語による通信では、使用される単語及び用語を標準化することを目的に IMO が採択した
SMCP(標準海事通信用語)を用いる。 
(4)自船の意図を告知する 
航路の途中で航路から出る場合や減速を行う場合など、他船の操船者が気付きにくい針路速
力の変更を行う場合には、その意図を予め伝送する。 
(5)他船の操船意図を尋ねる 
自船が保持船や航行船等、針路速力の大幅な変更が容易でない場合、接近する他船に対し、当
該他船の操船意図を尋ねる。 
(6)合意する航過方法は予防法等の規則を満たすものであること 
国際 VHFで合意する航過方法は、予防法等の規則を満たしたものでなければならない。規則
を満たさない航過方法は第 3船にとって混乱の要因となることを考慮しなければならない。 
 
2. 使用上の注意点 
(1)規定された他のコミュニケーション手段は不足なく行う 
既に規則により定められた汽笛による操船信号、国際信号旗による行先信号などを不足なく
適切に行った上で、その弱点を補うものとして、補助的に国際 VHFを使用する。 
(2)通信を行う前には周囲の状況を正確に把握すること 
見張りを一時中断するような作業を行う場合、特に経験の浅い航海士は現状の状況把握を十分
に行わない場合がある。したがって、通信前にはより一層見張りに注力する。 
(3)通信を行った船舶に対する系統的な観察を怠らない 
国際 VHFを使用して、意図の伝送・航過方法の合意を行うことにより、他船の接近に対する
危険感は少なくなる傾向にある。その結果、他船と近づく操船を行う場合がある。しかし、そこ
には依然として伝送された意図・合意された航過方法の通りの行動がなされないことがあるこ
76 
 
とを心に留め置かなければならない。 
(4)合意した内容はなるべく早めに履行する 
 通信で伝達した意図や合意した航過方法とおりの行動はなるべく早めにとる。第 3 船の出現な
ど、状況の変化がある前に行うべきである。 
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資料 2 国際 VHFコミュニケーションデータシート (第 3章 実態調査) 
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資料 3 シミュレーション航跡図 (第 4章 シミュレータ実験) 
  
 
   
 
シナリオ No.1 被験者 A 
 
シナリオ No.1 被験者 B 
 
シナリオ No.1 被験者 C 
 
シナリオ No.1 被験者 D 
119 
 
 
 
 
シナリオ No.1 被験者 E 
 
シナリオ No.1 被験者 F 
 
シナリオ No.1 被験者 G 
 
シナリオ No.1 被験者 H 
120 
 
 
  
 
シナリオ No.1 被験者 C 
 
シナリオ No.2 被験者 A 
 
シナリオ No.2 被験者 B 
 
シナリオ No.2 被験者 C 
121 
 
 
 
 
シナリオ No.2 被験者 D 
 
シナリオ No.2 被験者 E 
 
シナリオ No.2 被験者 F 
 
シナリオ No.2 被験者 G 
122 
 
 
 
 
シナリオ No.2 被験者 H 
 
シナリオ No.2 被験者 I 
 
シナリオ No.3 被験者 A 
 
シナリオ No.3 被験者 B 
123 
 
 
 
 
シナリオ No.3 被験者 C 
 
シナリオ No.3 被験者 D 
 
シナリオ No.3 被験者 E 
 
シナリオ No.3 被験者 F 
124 
 
 
 
 
シナリオ No.3 被験者 G 
 
シナリオ No.3 被験者 H 
 
シナリオ No.3 被験者 I 
 
シナリオ No.4 被験者 A 
125 
 
 
 
 
シナリオ No.4 被験者 B 
 
シナリオ No.4 被験者 C 
 
シナリオ No.4 被験者 D 
 
シナリオ No.4 被験者 E 
126 
 
 
 
 
シナリオ No.4 被験者 F 
 
シナリオ No.4 被験者 G 
 
シナリオ No.4 被験者 H 
 
シナリオ No.4 被験者 I 
127 
 
 
 
 
シナリオ No.5 被験者 A 
 
シナリオ No.5 被験者 B 
 
シナリオ No.5 被験者 C 
 
シナリオ No.5 被験者 D 
128 
 
 
 
 
シナリオ No.5 被験者 E 
 
シナリオ No.5 被験者 F 
 
シナリオ No.5 被験者 G 
 
シナリオ No.5 被験者 H 
129 
 
 
 
 
シナリオ No.5 被験者 I 
 
シナリオ No.6 被験者 A 
 
シナリオ No.6 被験者 B 
 
シナリオ No.6 被験者 C 
130 
 
 
 
 
シナリオ No.6 被験者 D 
 
シナリオ No.6 被験者 E 
 
シナリオ No.6 被験者 F 
 
シナリオ No.6 被験者 G 
131 
 
  
 
シナリオ No.6 被験者 H 
 
シナリオ No.6 被験者 I 
